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主な内容

　建設中の第二浜田ダムでは、満水位まで水をためる
試験湛水が行われています。２月１日㈪には、満水と
なった水がダムを越えて放流される光景が一般公開さ
れました。
　第二浜田ダムは、平成28年の梅雨時期に本格運用で
きるよう整備が進められ、ダムの上を走る県道黒沢安
城浜田線もあわせて開通する予定です。

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

平成２８年

なつかしの国 石見

平成２８年

なつかしの国 石見

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち
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№179
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　大正９年、島根県那賀郡岡見村（現浜田市三隅町
岡見）生まれ。昭和15年、京都市立絵画専門学校（現
京都市立芸術大学）に入学しました。復員後、第３
回日展に「三人の少女」が初入選。以後２年連続で
入選。昭和25年から活動の場を創造美術に求め、第
３回創造美術展で「五条坂」、「踊子」が入選。その
後、独自の美を追求した鳥の連作や舞妓、裸婦の作
品などで画壇の注目を集めました。昭和39年からイ
タリアをはじめとするヨーロッパをしばしば訪れ、
中世ヨーロッパ美術に取材した作品を数多く発表し
ます。昭和49年の創画会設立後は同会の中心的存在
として活躍を続けました。

　また、京都市立芸術大学や京都造形芸術大学など
で長年指導し、多くの後進を育てました。昭和46年
には第３回日本芸術大賞、第21回芸術選奨文部大臣
賞を受賞しましたが、以後全ての賞を辞退。生涯、
地位や名誉を求めることなく自分自身の表現を追及
し続けました。その姿勢とすぐれた表現力は、今も
なお多くの作家に影響を与えています。
　平成13年４月７日、ふるさとに石正美術館が開館。
同館では名誉館長をつとめました。平成21年まで石
本先生自らによる絵画教室が開催され、絵を描く心
と喜びを伝え続けました。
 

　「絵を描くことは、生きる喜び」と語り、生涯
絵を描き続けてこられた日本画家で、浜田市立
石正美術館名誉館長の石本正先生が、昨年９月
に逝去されました。
　石本先生は、平成９年にこれまで描いてきた
作品をふるさとの三隅町に寄贈したいと申し出
られ、平成13年に石正美術館が開館しました。
現在では、先生の作品だけで1900点あまりを収
蔵しています。
　石本先生が残された、芸術教育・文化活動の
足跡を振り返ります。

　石正美術館開館後、石見の地に思いを馳せた作品が多く描かれる中
で、この「祈り（一）」は、特に先生のふるさとに対する多くの想い
が込められている特別な作品です。
　題材となっているのは、益田市の蟠竜湖と、先生が想像する湖の中
に住む人魚。６本の腕は、子どもの頃、遊びの中で命を奪ってしまっ
た「かっちょう（手長エビ）」の姿に由来します。命の尊さを教えて
くれたかっちょうや、なつかしい多くの思い出を心に浮かべながら描
かれた人魚は、とても穏やかな表情をしています。この作品は、石正
美術館新館の「祈りの部屋」に恒久展示するために制作されました。
　ふるさとを「心うめる場所」と語った先生が、ふるさとへの想いを
祈りにかえ、この地を見守り続ける守り神を描くような気持ちで描い
た作品です。

絵を描くのは　楽しい
　それは　生きる喜びでもある

～　故石本正先生の足跡を振り返る　～

石本正先生　略歴

「祈り（一）」2010（平成22）年
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　石正美術館では開館以来、石本正先生が直接指導する「石本正絵
画教室」を開催してきました。教室では、受講生とともに先生も一
緒に絵を描き、技術的な指導は一切行わず、ともに描くことで「絵
を描く喜び」を伝えていました。
　先生は「絵は心で描くもの」「感動する心だけが本物の芸術を生
み出すことができる」と、ふるさとの人々にその想いを伝えてきま
した。「がんばったらあかん」「気楽に描けばええんや」石本正絵画
教室の合言葉です。
　作品を並べての講評会でも「どの作品もすばらしい」と、それぞ
れの感動が描かれていることが大切だと話されていました。

　１月16日㈯、三隅中央会館で、故石本正先
生を偲ぶ会を執り行い、市民や美術関係者、
ゆかりのあった人など、約350人が参列しま
した。
　式典では、石本先生の業績や絵画教室の様
子を紹介する映像が上映され、関係者代表と
して、絵画教室で石本先生から直接指導を受
けた受講生や、小学生当時にこども絵画教室
で指導を受けた高校生ら４人が、思い出とお
別れの言葉を述べました。
　石本先生がふるさとへの想いを込めて描い
た３枚組みの連作「祈り」が展示された会場
で、参列者全員が献花を行い、石本先生の功
績をしのびました。

問い合わせ先
・本庁文化振興課（☎�９７３０）
・石正美術館（☎�４３８８）

　「ふるさとの子どもたちに、絵は技術ではなく心で描くのだと直
接伝えたい」という石本先生の想いから、平成20年10月に「石本正
こども絵画教室」を開催しました。
　先生は「技術的なことは一切教えない」「がんばらないで気楽に
描いてほしい」と、集まった子どもたちに直接語りかけました。
　子どもたちは、会場の漁港に用意された魚を手に取って観察し、
それぞれの描き方で、思い思いに絵を描いていきました。出来上がっ
た色とりどりの個性あふれる作品を見た先生は、「みんなの絵はす
ばらしい。自分には到底こんなすばらしい絵は描けない。君たちが
うらやましい」と語りかけていました。

　今後も、石本正絵画教室は、先生の想い「絵を描く喜び」を伝え続けていくために継続します。

多くの皆さんが参列しました絵画教室で指導を受けた受講生が
お別れの言葉を述べました

がんばったらあかん　気楽に描けばええんや
【石本正絵画教室】

【石本正こども絵画教室】

故石本正先生を偲ぶ会を執り行いました
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昨
年
11
月
に
、
浜
田
開
府
４
０
０
年
記
念
プ

レ
講
演
・
座
談
会
を
島
根
県
立
大
学
の
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
３
年
後
の
２
０
１
９
年
に
、
浜
田

藩
が
誕
生
し
て
４
０
０
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
そ
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

座
談
会
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
、
お
そ
ら

く
疑
問
に
感
じ
て
お
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
点
に
つ

い
て
も
議
論
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、こ
こ
で
は
、

そ
の
内
容
を
４
項
目
に
整
理
し
、
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

１
５
６
２
年
、戦
国
大
名
・
毛
利
氏
は
、浜
田

を
含
む
石
見
国
を
平
定
し
た
後
、
出
雲
国
を
拠

点
と
す
る
戦
国
大
名
・
尼
子
氏
を
滅
ぼ
し
、
中

国
地
方
の
大
半
を
支
配
す
る
最
大
勢
力
へ
と
成

長
し
ま
す
。
し
か
し
、
１
６
０
０
年
の
関
ヶ
原

の
戦
い
で
、西
軍
に
味
方
し
た
毛
利
氏
は
敗
れ
、

周
防
・
長
門
両
国
（
山
口
県
）
に
減
転
封
さ
れ

た
た
め
、
浜
田
周
辺
の
大
半
は
、
石
見
銀
山
領

に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

１
６
１
９
年
、
江
戸
幕
府
は
、
最
盛
期
の
石

見
銀
山
領
を
割
い
て
、
三
重
県
の
松
坂
藩
主
で

あ
っ
た
古
田
重し

げ

治は
る

に
浜
田
へ
転
封
す
る
よ
う
命

じ
、５
万
４
千
石
の
浜
田
藩
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
大
名
配
置
は
、
外
様
大
大
名
で
あ
る
毛
利

氏
に
対
す
る
緩
衝
的
な
押
さ
え
と
し
て
の
側
面

を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

浜
田
藩
が
誕
生
す
る
前
の
浜
田
は
、
港
町
と

し
て
発
展
し
て
い
ま
し
た
が
、
都
市
と
呼
べ
る

ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
、周
囲
は
、

村
々
が
点
在
す
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
へ
新
た
に
藩
が
誕
生
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
初
代
藩
主
で
あ
る
古
田
重
治
の
家
臣
や
町

民
、
職
人
な
ど
約
３
千
～
４
千
人
（
推
測
）
が

生
活
で
き
る
城
下
町
の
建
設
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。

　

城
及
び
城
下
の
建
設
は
、
１
６
２
０
年
２
月

か
ら
着
手
し
、
１
６
２
３
年
に
は
完
成
し
ま
し

た
。
城
下
は
そ
の
後
、「
浜
田
八
町
三
千
軒
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
町
に
発
展
し
ま
す
。
石
見

の
中
核
都
市
・
浜
田
と
し
て
の
「
基
礎
」
が
、

こ
の
と
き
に
つ
く
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

浜田城本丸周辺復元ＣＧ（復元：三浦正幸　制作：株式会社エス）

浜田藩と周辺状況図

浜
田
開
府
４
０
０
年
に
向
け
て

～　
浜
田
藩
の
成
立
と
終し

ゅ
う

焉え

ん　

そ
し
て
未
来
へ　
～

浜
田
藩
は
な
ぜ
誕
生
し
た
の
か

浜
田
藩
が
誕
生
し

ま
ち
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
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１
８
６
６
年
、
第
二
次
幕
長
戦
争
（
石
州

口
の
戦
い
）
に
お
い
て
浜
田
藩
は
、
倒
幕
を

掲
げ
る
長
州
軍
と
戦
い
、
浜
田
城
は
落
城
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
と
き
、
浜
田
藩
最
後
の
藩
主
で
あ
る

松
平
武た

け

聡あ
き
ら

が
「
城
に
火
を
つ
け
て
、
自
焼
退

城
し
た
」と
か
、浜
田
藩
は「
浜
田
を
守
る
必

要
が
な
い
」「
逃
亡
す
る
と
き
、城
や
武
家
屋

敷
を
灰
に
し
た
だ
け
で
な
く
、
城
下
ま
で
火

　

現
在
の
浜
田
市
に
は
、
１
６
０
１
年
に
誕

生
し
た
津
和
野
藩
の
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。

面
積
で
は
約
６
割
（
１
６
１
７
年
以
降
）、

現
在
の
人
口
で
は
約
14
～
15
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
津
和
野
藩
の
城
下
町
は
、
現

在
の
津
和
野
町
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

津
和
野
藩
内
で
も
、
浜
田
周
辺
に
住
ん
で
い

た
人
々
は
、
山
越
え
を
し
な
が
ら
津
和
野
ま

で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
近
く
の
浜
田
に
城
下
町
が
誕
生
す
る

と
、
そ
の
関
係
は
よ
り
大
き
く
、
そ
し
て
深

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

浜
田
に
城
下
町
が
誕
生
す
る
と
、
人
口
増

加
に
伴
う
消
費
の
拡
大
や
物
流
・
情
報
拠
点

で
あ
る
港
（
外
ノ
浦
・
瀬
戸
ケ
島
・
長
浜
）

が
城
下
町
に
組
み
込
ま
れ
て
発
展
す
る
と
と

も
に
、人
的
交
流
も
活
性
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、「
藩
」
と
い
う
行
政
的
な
領

域
を
超
え
て
、
石
央
地
域
に
経
済
的
・
人
的
・

文
化
的
に
一
体
化
し
た
社
会
が
形
成
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
浜
田
県
庁
や
島
根
県
那
賀
郡
役

所
に
よ
る
管
轄
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き

た
の
も
、
一
体
化
し
た
社
会
が
江
戸
時
代
に

形
成
さ
れ
、
基
礎
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
座
談
会
で
は
、
浜
田
藩
の
成
立
と

終
焉
、
そ
し
て
、
現
在
の
浜
田
市
の
形
成
に

つ
い
て
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
調
査
・
研
究
が
必
要
で
す
が
、
石

央
地
域
に
一
体
化
し
た
社
会
が
形
成
さ
れ
る

契
機
と
な
っ
た
、
１
６
１
９
年
の
浜
田
藩
誕

生
を
、
現
在
の
浜
田
市
の
基
礎
が
築
か
れ
た

最
初
の
年
と
評
価
し
、
浜
田
「
藩
」
開
府
で

は
な
く
、「
浜
田
」
開
府
と
し
て
、
皆
さ
ん

と
共
に
４
０
０
年
を
迎
え
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

市内の津和野藩領と浜田藩領

市街地の中の浜田城復元ＣＧ（復元：三浦正幸　制作：株式会社エス）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課
文
化
財
係

（
☎
�
９
７
３
１
）

を
放
っ
て
焼
い
て
し
ま
っ
た
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
歴
史
的

な
事
実
関
係
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

史
料
に
よ
れ
ば
、
天
守
を
残
し
、
火
薬
庫

の
あ
っ
た
二
ノ
丸
や
三
ノ
丸
に
火
を
放
っ
て

い
ま
す
が
、こ
れ
は
当
時
の
軍
事
に
お
い
て
、

当
然
の
行
為
で
あ
り
、
敵
に
城
を
利
用
さ
せ

ず
、
奪
還
も
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
城
外
に
お
い
て

は
、
侍
屋
敷
や
城
下
に
あ
っ
た
足
軽
長
屋
な

ど
、藩
が
管
理
す
る
建
物
の
み
に
火
を
放
ち
、

町
屋
に
は
火
を
放
っ
て
い
ま
せ
ん
。
町
民
へ

の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
て
い
ま
す
。

　

浜
田
を
退
去
し
た
浜
田
藩
の
家
臣
や
そ
の

家
族
（
約
３
千
５
百
人
）
は
、
浜
田
藩
の
飛

地
で
あ
っ
た
美
作
（
岡
山
県
津
山
市
）
に
移

り
ま
す
が
、「
浜
田
に
藩
を
再
興
し
た
い
」

と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
の
準
備
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

将
軍
の
死
去
や
天
皇
の
崩
御
な
ど
が
あ
り
、

時
代
が
そ
れ
を
許
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
戦
略
上
、
城
及
び
藩
が
管

理
す
る
建
物
に
火
を
放
っ
た
も
の
の
、
浜
田

を
見
捨
て
る
た
め
の
行
為
で
は
な
く
、「
再

興
を
期
し
て
、
自
焼
退
城
」
し
た
も
の
で
し

た
。

パ
ネ
ラ
ー
　吉
田
悦
之
さ
ん
（
本
居
宣
長
記
念
館
長
）

岩
町
功
さ
ん
（
石
見
郷
土
研
究
懇
話
会
長
）

　
　
　
　
　佐
野
綱
由
さ
ん
（
元
津
山
郷
土
博
物
館
長
・

美
作
浜
田
会
理
事
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　久
保
田
章
市
浜
田
市
長

浜田開府400年記念プレ講演・座談会

浜
田
藩
の
終
わ
り

「
再
興
を
期
し
て
、
自
焼
退
城
」

市
内
に
お
け
る

津
和
野
藩
と
浜
田
藩
の
関
係
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滞
納スト

ッ
プ
！

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

市
税
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
料
や
各
種
料
金
・

負
担
金
な
ど
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
快
適

な
生
活
を
送
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　

市
で
は
、
市
税
・
保
険
料
・
各
種
料
金
・

負
担
金
な
ど
の
滞
納
の
あ
る
人
や
事
業
所
に

対
し
て
、
各
担
当
課
が
文
書
に
よ
る
通
知
や

電
話
催
告
な
ど
に
よ
り
納
付
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　

年
度
末
を
機
に
、
市
税
な
ど
の
納
め
忘
れ

が
な
い
か
確
認
し
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合

に
は
、
早
め
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。納付催告書

納
付
せ
ず
に
放
置
し
て
い
る
と
…

　

文
書
に
よ
る
通
知
や
電
話
催
告
な
ど
が

あ
っ
て
も
納
付
せ
ず
、
相
談
を
し
な
い
で
放

置
し
た
ま
ま
に
し
て
い
る
と
、
財
産
を
調
査

さ
れ
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

納
付
に
困
っ
た
と
き
は
…

　

病
気
や
災
害
、
失
職
な
ど
の
特
別
な
事
情

に
よ
り
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
は
、
納

付
の
猶
予
や
分
割
で
の
納
付
、
減
免
な
ど
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、
市
役
所
に
来
ら
れ

る
か
、
又
は
電
話
で
担
当
課
に
、
早
め
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

市

　税

　

入
札
へ
の
参
加
や
、
補
助
金
の
受
給

が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
連
絡
や
相
談
が
な
く
、
納
付

が
な
い
状
態
が
続
く
と
、
財
産
の
差
し

押
さ
え
な
ど
、
法
律
に
基
づ
く
滞
納
処

分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料

　

財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
、
法
律
に

基
づ
く
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
証
の
代
わ
り
に
、
有
効

期
間
の
短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
や
、

い
っ
た
ん
医
療
費
の
全
額
を
自
己
負
担

し
な
く
て
は
な
ら
な
い「
資
格
証
明
書
」

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
、
法
律
に

基
づ
く
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
有
効
期
間
の
短
い
「
短
期
被
保

険
者
証
」
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
徴
収
課
徴
収
係

（
☎
�
９
２
４
０
）

市
税
・
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
夜
間
納
付
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す

　

日
中
、
仕
事
な
ど
で
納
付
や
納
付
相

談
が
難
し
い
人
の
た
め
、
平
日
夜
間
窓

口
を
毎
月
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

日
程
は
、「
広
報
は
ま
だ
」付
属
の「
は

ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

平成26年度差押状況
財産の種類 差押件数

預貯金・給与など 236件

不動産 2件

合計 238件
※　差し押さえを行った科目は、

市税・国民健康保険料・後期
高齢者医療保険料です。

市
税
な
ど
の

納
期
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
と
…
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介
護
保
険
料

　

い
っ
た
ん
費
用
の
全
額
を
自
己
負
担

し
て
も
ら
っ
た
り
、
自
己
負
担
割
合
が

３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
な
ど
が
受
給
で
き
な
く
な
っ

た
り
す
る
な
ど
、
未
納
の
期
間
に
応
じ

て
、
給
付
制
限
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護
保
険

課
（
☎
�
１
５
２
０
）

市
営
住
宅
使
用
料

　

連
帯
保
証
人
に
支
払
い
の
請
求
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
に
誠
意
が
見
ら
れ
な
い

と
き
に
は
、
裁
判
所
を
通
じ
て
財
産
の

差
し
押
さ
え
や
、
住
宅
の
明
け
渡
し
を

請
求
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

（
☎
�
９
６
３
０
）

保
育
所
保
育
料

　

財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
、
法
律
に

基
づ
く
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金

　

３
か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合
は
、
退

会
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０)

幼
稚
園
保
育
料

　

３
か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合
は
、
通

園
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

（
☎
�
９
７
０
０
）

上
水
道
・
簡
易
水
道
料
金

　

督
促
手
数
料
を
加
算
し
て
請
求
し
ま
す
。

　

ま
た
、
督
促
後
、
納
付
が
な
い
場
合
は
、

給
水
を
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

下
水
道
使
用
料

　

督
促
手
数
料
を
加
算
し
て
請
求
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
が
な
い
状
態
が
続
く
と
、

財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
、
法
律
に
基
づ

く
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金

　

督
促
手
数
料
を
加
算
し
て
請
求
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
が
な
い
状
態
が
続
く
と
、

財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
、
法
律
に
基
づ

く
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
部
下
水
道
課
管
理
係

（
☎
�
９
６
４
０
）

　

口
座
振
替
を
申
し
込
む
と
、
指
定
し
た
口
座

か
ら
自
動
的
に
納
付
さ
れ
る
た
め
、
納
め
忘
れ

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
納
付
の
た
び
に
市
役
所
や
金
融
機
関

の
窓
口
に
出
向
く
必
要
が
な
い
た
め
、
大
変
便

利
で
す
。

　

納
付
に
は
、
ぜ
ひ
口
座
振
替
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
方
法　
預
貯
金
口
座
を
持
っ
て
い
る
金
融

機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）
の
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
市
内
の
金
融
機
関
・
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）・
市
役
所
各
担
当
課
・

各
支
所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み
に
必
要
な
も
の

①
預
貯
金
通
帳

②
通
帳
の
届
出
印

振
替
日　
各
納
期
の
末
日

申
込
期
限　
毎
月
、
月
末
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は

20
日
）
ま
で
に
申
し
込
む
と
、
翌
月
以
降
の

納
期
分
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

※　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
、
平

成
28
年
度
第
１
期
分
か
ら
口
座
振
替
を
開
始
・

変
更
す
る
場
合
は
、
次
の
期
限
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税　
　

３
月
18
日
㈮
ま
で

軽
自
動
車
税　
　

４
月
20
日
㈬
ま
で

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
料

５
月
20
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
徴
収
課
徴
収
係
（
☎
�
９
２
４
０
）

安
心
・
便
利
・
確
実
な

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
！
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　浜田市では、高齢者や障がいのある人な
ど災害が起きた際に支援が必要となる人の
避難行動要支援者名簿を作成しています。
　名簿は、登録者本人の同意を得た上で、
地域の避難支援等関係者へ情報提供を行い、
平常時の見守り活動や、災害時における安
否確認や避難支援をしていくために活用さ
れます。

台風
土砂災害

地震
大雨

　避難行動要支援者とは、災害発生時に、
安全に避難するなどの行動に支援を要す
る皆さんです。対象者は、右表に該当す
る皆さんです。
　ア～ウに該当しなくても名簿掲載を希
望する場合は、申出書（同意書）を提出
していただくと、エの「その他支援が必
要と申し出のあった人」として、名簿に
掲載することができます。詳しくは、お
問い合わせください。

避難行動要支援者の対象者
区　分　名　称

ア 要介護認定【要介護度３・４・５】

イ
身体障害者手帳【１・２級】
療育手帳【Ａ】
精神障害者保健福祉手帳【１・２級】

ウ 浜田市災害時要援護者支援制度に登録済みの人
エ その他支援が必要と申し出のあった人

※　介護施設や障がい者施設、病院・医院などに住民票が
ある人は除きます。

　避難支援等関係者とは、避難の支援や
安否の確認などを行う支援者で、お住ま
いの地区を担当する次の組織を指します。
　登録者本人の同意を得られた名簿（同
意者名簿）を提供する先は、警察・消防
のほか、お住まいの地区を担当する避難
支援等関係者となります。

●自主防災組織　　　●消防団　
●民生児童委員　　　●社会福祉協議会
●地区まちづくり推進委員会・自治会・町内会

避難支援等関係者

※　地区によって同意者名簿の提供先が異なります。

－　避難行動要支援者名簿の活用　－
災害時に避難が困難な人を支援します

対象となる避難行動要支援者とは？

避難支援等関係者とは、どのような人ですか？
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　避難に支援が必要な人の情報を地
域で共有して、災害が起きた際に、
地域でどのように避難の支援をする
かを、皆さんで準備しましょう。

　同意者名簿の提供を受けた避難支援等関係者は、
平常時からの災害への備えとして見守り活動など
に、この名簿を活用します。
　自主防災組織・消防団・民生児童委員には、各
地域内の同意者名簿（氏名・年齢・住所・性別）
の配布を平成27年５月から始めています。

　地区まちづくり推進委員会・自治会・町内会は、
取組体制が整った段階で、市（本庁地域福祉課）
へ届出を行うことで、避難支援等関係者として同
意者名簿の提供を受け、ほかの関係者と共に地域
防災力向上に取り組みます。

申請・問い合わせ先
名簿作成について

本庁地域福祉課地域福祉係（☎�９３００・▢FAX �３４４０）
地域防災全般について

本庁安全安心推進課防災安全係（☎�９１２２・▢FAX �１８６６）

市が、要介護認定者や障がい者などの情報を基に、対象者の名簿を作
成します。

名簿に掲載された対象者へ、地域の避難支援等関係者への情報提供の
同意について、郵送により意思確認を行います。

対象者は、同意書に
・同意する
・同意しない（照会は毎年してください）
・同意しない（今後の照会は不要です）
のいずれかを記入して、返信封筒に入れて返送してください。
※　「同意しない（照会は毎年してください）」と回答した人、返送が

ない人へは、毎年同意書を送付します。

同意された対象者の名簿を、地域の避難支援等関係者に提供します。

避難支援等関係者は、提供を受けた同意者名簿を活用し、平常時から
の災害への備えとして、対象者への声かけや見守り活動を行います。

各地域内の取組体制が整った避難支援等関係者は、対象者の訪問調査
などを行い、個別の避難支援計画の作成に順次取り組みます。

※　①～④までは浜田市が主体となって行い、⑤・⑥は地域（避難支援等関
係者）が主体となって取り組みます。

避難行動要支援者名簿は、どのように活かされるのですか？

避難行動要支援者名簿作成・活用の流れ

①　名簿の作成

②　名簿の情報提供に関する意思確認

③　同意書の提出

④　同意者名簿の提供

⑤　平常時の見守りなど

⑥　対象者の訪問調査など
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中央図書館

浜田警察署

浜田警察署移転先位置図

浜田警察署

中央図書館

県立体育館

浜田駅

郷土資料館

浜田（写真左）・金城（中）・三隅（右）の３会場で披露された一斉放水

一糸乱れぬ分列行進を披露

　１月10日㈰、平成28年浜田市消防出初め式が島根県立
大学グラウンドで挙行されました。消防出初め式は、合
併以降、自治区ごとに開催されていましたが、今年から
は市全体を統一して行われ、消防団員や消防本部職員ら
約830人が参加しました。
　式典では、消防団員の各種表彰と機敏な動作による礼
式が披露され、団員の団結強化と地域防災の担い手とし
ての決意を新たにしました。
　式典後には、浜田・金城・三隅の３会場で防火パレー
ドと一斉放水が披露されました。

　浜田警察署は、３月７日㈪に殿町から黒川町（中
央図書館西隣）に移転します。
　電話番号とファックス番号は、これまでと同じで
す。なお、事件事故などの緊急の場合は、１１０番
通報してください。

新庁舎業務開始日　３月７日㈪　午前８時30分～
※　３月６日㈰の夜間の事件事故については、新庁

舎で対応します。
新庁舎名称　浜田警察署・警察本部西部庁舎
新住所　浜田市黒川町3748番地10

問い合わせ先
浜田警察署（☎�０１１０・▢FAX �２０２０）

今年１年の防火・防災を誓う
～　平成28年浜田市消防出初め式　～

浜田警察署庁舎移転のお知らせ



春季全国火災予防運動
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火
災
概
況

　

浜
田
市
で
は
、
昨
年
31
件
の
火

災
が
発
生
し
、
火
災
に
よ
り
１
人

が
亡
く
な
ら
れ
、
２
人
が
負
傷
、

２
１
、５
８
４
千
円
の
損
害
額
が

あ
り
ま
し
た
。
火
災
件
数
は
、
前

年
に
比
べ
８
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

市
に
お
け
る
出
火
原
因
は
「
た

き
火
」が
11
件
で
全
体
の
35
・
４
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

た
き
火
を
行
う
と
き
は
、
風
の

強
い
日
は
避
け
、
そ
の
場
を
離
れ

ず
、
終
わ
っ
た
ら
必
ず
水
を
掛
け

て
、
確
実
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

　

倉
庫
や
物
置
な
ど
、
夜
間
無
人

に
な
る
建
物
に
は
施
錠
を
確
実
に

行
い
、
建
物
の
周
囲
に
は
燃
え
や

す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
、

放
火
さ
れ
に
く
い
環
境
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

　

た
ば
こ
は
、
炎
を
上
げ
て
燃
え

出
す
ま
で
時
間
が
か
か
る
た
め
、

就
寝
後
や
外
出
後
に
火
災
と
な
っ

て
被
害
が
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
吸
殻
の
後
始
末
を
十
分

に
す
る
習
慣
を
つ
け
、
投
げ
捨
て

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
に
な
る
原
因
の
ほ
と
ん
ど

は
、
火
を
取
り
扱
う
人
の
不
注
意

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

日
頃
か
ら
防
火
に
心
掛
け
、
火

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
、
３
月
１
日
㈫
か
ら
７
日
㈪

ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉
に
春

の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

防
火
標
語

平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か

く
れ
ん
ぼ

住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
・
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

※　

お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
、

火
の
元
点
検
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

　

前
年
と
比
較
す
る
と
、
救
急
出

動
件
数
で
51
件
、
搬
送
人
員
で
57

人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
均
す
る
と
、
１
日
に
７
・
７

件
の
出
動
で
、
７
・
３
人
が
救
急

隊
に
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

救
急
車
の
適
切
な
利
用
を
お
願
い

し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
救
急
車
は
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ

た
人
の
約
半
数
が
入
院
を
必
要
と

し
な
い
人
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
搬
送
先
の
病
院
救

急
外
来
が
混
み
合
い
、
命
に
関
わ

る
重
い
病
気
や
、
け
が
の
人
へ
の

対
応
が
遅
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　

救
急
車
や
医
療
機
関
は
限
り
あ

る
資
源
で
す
。
症
状
が
軽
く
て
も

「
交
通
手
段
が
な
い
」「
ど
こ
の

病
院
に
行
け
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
」
と
い
っ
た
理
由
で
、
救
急
車

を
呼
ぶ
例
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
判
断
に

迷
っ
た
場
合
な
ど
は
、
か
か
り
つ

け
医
（
町
の
開
業
医
）
に
相
談
し

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

救
急
車
の
出
動
件
数

す
。

　

事
故
種
別
ご
と
に
み
る
と
、
急

病
が
１
、７
８
８
件
と
最
も
多
く
、

救
急
出
動
の
件
数
の
半
数
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
一
般
負

傷
が
４
８
９
件
、
転
院
搬
送
が

２
６
７
件
、
交
通
事
故
が
１
８
４

件
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救急出動件数
（件）

搬送人員
（人）

浜　田 1，824 1，710
金　城 289 285

旭 243 234
弥　栄 92 92
三　隅 374 356
管轄外 2 1
合　計 2，824 2，678

平
成
27
年
中
の
火
災
と
救
急
の

　
　
　
　概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

火
災
概
況
と
救
急
車
の
出
動
件

数
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
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高校卒
初任給

大学卒
初任給

（単位：円）
0 400,000

浜田市
国

100,000 200,000 300,000

142,100円

163,600円
174,200円

142,100円

（単位：円）
500,0000 400,000100,000 200,000 300,000

一般行政職　332,855円

技能労務職　356,514円

平均年齢　44.3歳

平均年齢　51.0歳

平均年齢　44.3歳

平均年齢　51.8歳

　浜田市職員の給与などの状況は、市議会の審議を
とおして明らかにされていますが、市民の皆さんに
給与などを知ってもらうために、そのあらましを公
表します。
　なお、詳細は、３月中に市ホームページに掲載し
ますので、併せてご覧ください。歳出額

408億
9,089万6千円

人件費（14.3％）
58億4,732万5千円

人件費以外
350億4,357万
　　　　1千円

※　人件費は特別職の給与・報酬を含みます。
　（平成27年3月31日住民基本台帳人口：56,990人）

職員手当
4億2,464万
　　　6千円

期末・勤勉手当
9億1,130万
　　　2千円

給与費合計
38億823万6千円

１人あたり
617万2千円

給料
24億7,228万8千円

（平成27年4月1日一般
会計予算人員：617人）

※　職員手当には
退職手当を含み
ません。

退
職
手
当

区分 浜田市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月分 25.55625月分

同じ勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分

加算措置 定年前早期退職・早期勧奨
特例措置（２％～30％加算）

定年前早期退職特例措置
（２％～45％加算）

期
末
・
勤
勉
手
当

区分 浜田市 国
期末 勤勉 期末 勤勉

６月期 1.20月分 0.75月分 1.225月分 0.75月分
12月期 1.35月分 0.75月分 1.375月分 0.75月分

計 2.55月分 1.50月分 2.60月分 1.50月分

加算措置 有（職制上の段階・職務の級
等による加算措置５～15％） 同じ

扶
養
手
当

浜田市の内容（月額） 国
配偶者 13，000円

同じ
配偶者のない職員の場合の扶養親族のうち１人 11，000円
そのほかの扶養親族 6，500円
満16歳年度初めから満22歳年度末ま
での間にある子１人につき加算 5，000円

通
勤
手
当

浜田市の内容（月額） 国
交通機関
利 用 者

最高支給
限 度 額 55，000円 55，000円

自 動 車
使 用 者

２㎞～
54㎞以上 2，100円～29，500円 ２㎞～60㎞以上

の 区 分 で2，000
円～31，600円の
範囲内で支給

自動二輪
車使用者

２㎞～
50㎞以上 1，400円～25，500円

（原動機付自転車及び自転車使用者は自動二輪車使用者と同様です。）
住
居
手
当

浜田市の内容（月額） 国
借家・借間
居住者

月額12，000円を超す家賃を支払っている
人に対して月額27，000円を限度に支給 同じ

管
理
職
手
当

浜田市の内容（月額） 国
部長級 66，400円

俸給の特別調整額
（46，300円～139，300円）

次長級 54，000円

課長級 41，600円
（医師51，400円）

区　分 給料・報酬月額 期末手当
市 長 810，000円 （支給割合）
副 市 長 670，000円 ６月期 1.40月
自治区長 540，000円 12月期 1.50月
教 育 長 590，000円 計 2.90月
議 長 430，000円 期末手当については、左記全区分

に対して15％の加算措置あり副 議 長 360，000円
議 員 330，000円

（１）健康診断受診者数（平成26年度）

健康診断の種類 受診者数
（延べ人数） 健康診断の種類 受診者数

（延べ人数）
人 間 ド ッ ク 287 特殊

健診

指曲がり症健診 0
定 期 健 康 診 断 405 頸 肩 腕 健 診 0
採用時等健康診断 17 ＶＤＴ作業健診 14
臨時嘱託職員健康診断 251 Ｂ型肝炎予防接種及び血液検査 87

（２）公務災害の認定状況（平成26年度）
区　分 認定件数

公　務　災　害 3
通　勤　災　害 3

（３）職員互助会事業について（平成26年度）
会の名称 浜田市職員互助会
互助会に対する補助金などの額 5，494，147円
公費負担率（事務費などを除く） 29.5%
職員１人あたりの公費の補助金額
（事務費などを除く） 5，104円

公費充当事業

サークル助成事業
スポーツ交流事業
健康増進事業
文化講演助成事業
職員研修助成事業

問い合わせ先　本庁人事課給与係（☎�９１３１）

平成27年度 浜田市職員の給与などの状況

５　職員手当の状況（平成27年４月１日現在） ６　特別職の報酬などの状況（平成27年４月１日現在）

７　職員の福祉及び利益の保護の状況

４　平均給料の状況（平成27年４月１日現在）

３　一般行政職の初任給の状況（平成27年４月１日現在）

２　職員給与費の状況（平成27年度一般会計当初予算）

１　人件費の状況（平成26年度普通会計決算）
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浜田市市民新年賀会を開催し、市民の皆
さんと新年を祝いました（１月４日）

ブータン王国からの手すき紙技術研修生３人
を歓迎しました（１月８日）

浜田のお餅ふるまい隊を結成し、新春しまね
お魚センターまつりで餅つきを実演、あん餅
をふるまいました（１月16日）

子が親を思って作る詩「親守詩」の島根
県大会表彰式に出席しました（１月17日）

広島市で開催された島根ふるさとフェア
に出席しました（１月23日）

広島市で開催された在広島根県人会新年
会に出席しました（１月22日）

セッツカートン株式会社と災害発生時に
おける段ボール製品の調達に関する協定
を締結しました（１月29日）

しまね縁結びサポートセンター浜田センター
の開所式に出席しました（１月29日）

山陰都市連携協議会が浜田市で開催され、島
根県と鳥取県の市長と市議会議長が出席しま
した（１月29日）

島根書き初め展特別賞表彰式に出席しま
した（１月31日）

浜田市交通指導員年頭出動式を行いまし
た（１月８日）

島根県雪合戦大会「雪合戦　旭2016」の
開会式に出席しました（１月30日）
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機械を使って大豆を潰します

　１月27日㈬、減塩みそ作りが三保公民館で行われました。こ
れは、住民の健康保持増進と高血圧などの生活習慣病の予防を
目的に三保地区保健委員会が企画したもので、12人の参加があ
りました。
　当日は、参加者が家で煮てきた大豆を使って、通常のみそよ
り麹を増やし塩を減らしてみそを仕込みました。参加した皆さ
んは、「みそが仕上がる今年の秋が今から楽しみ」、「昔は、み
そを手作りする家庭が多かったので幼少を思い出し、懐かし
かった」と話していました。

　１月25日㈪、盲導犬パピー育成プログラムの修了式が島根あ
さひ社会復帰促進センターで行われました。このプログラムは、
センターの訓練生が約10か月間、盲導犬候補の子犬と日常生活を
共にしながら、食事や排泄などのしつけを行うことを通して、自
らも協調性や責任感を育み、社会復帰に生かすための取組です。
　式では、今日まで子犬を育てた訓練生に修了証が渡され、子
犬たちは盲導犬協会に引き渡されました。訓練生たちは、世話
をした子犬たちが立派な盲導犬になることを願いながら、別れ
を惜しんでいました。 子犬との別れを惜しむ訓練生

　１月24日㈰、農地保全と地域づくりフォーラムがみどりかい
かんで開催されました。このフォーラムは、深刻な農業の担い
手不足の中で、いかに農地を守り変わらぬふるさとを残してい
くか、これからの農業の在り方について考えようと雲城公民館
が開催したものです。
　フォーラムでは、高齢化による担い手不足を解消するため、
法人化や地域の連携により共同化して耕作している事例など、
市内の４団体が活動を紹介しました。参加者は、新たな取組に
向けたヒントを得ようと積極的に意見交換を行っていました。地域と連携した事例を紹介する発表者

自衛隊による給水が行われました

　１月23日㈯からの強い寒波の影響により、市内各地で水道管
の凍結・破損の被害が発生しました。このため、市では災害対
策本部を設置し、自衛隊に災害派遣要請を行い給水活動を行う
など、全市をあげた対策を行いました。
　配水池の安定した水量の確保のため、旭を除く各自治区で計
画的な断水を行いましたが、徹底した漏水調査による止水を行
い、30日㈯午前９時には全ての地区で復旧できました。
　市民の皆さんには、ご不便をおかけするとともに、ご協力い
ただきありがとうございました。

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

高血圧を予防しよう
～　減塩みそ作り　～

みすみ

共に過ごした子犬の成長を願う
～　盲導犬パピー育成プログラム修了式　～

あさひ

農業の未来を考える
～　農地保全と地域づくりフォーラム　～

かなぎ

この冬一番の寒波が到来
～　市内各地で水道管凍結・破損が発生　～
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　１月21日㈭、潮路ペタンク大会が三保公民館で開催されまし
た。これは、異世代間の交流と健康の維持を図ろうと三保公民
館が開催したもので、当日は25人の参加がありました。
　大会は、チームごとにそれぞれの的の中心にボールを投げ得
点を競う三保公民館独自のルールで行われました。参加者は、
４チームに分かれて作戦を練りながら、白熱したゲームを楽し
み、「頭を使ったり体を動かせたりできて楽しかった」と話し
ていました。

ペタンクに熱中する参加者

　１月21日㈭、山陰浜田港お魚料理教室がしまねお魚センター
で行われました。これは、浜田港で水揚げされる魚を知っても
らい、家庭でも魚料理に親しんでもらおうと浜田市水産業振興
協会が初めて開催したものです。
　参加した30～80代の21人は、管理栄養士の長野操子さんに魚
のさばき方や魚料理のポイントなどを教わりました。参加者は、
レンコダイやミズガレイ、ヤリイカを使って、鯛めしや煮魚な
ど５品を作りながら、「家でも作ってみたい」と話していました。

教え合いながら調理する参加者

　１月20日㈬、みんなでわいわい教室が三隅公民館で行われま
した。この教室は、毎月１回三隅公民館が開催しているもので、
心身ともに健康で笑いのある暮らしをしていこうと、軽スポー
ツやレクレーションなどに取り組んでいます。
　この日は新年会が行われ、石見弁で書かれた石見方言カルタ
を楽しみました。参加者は、読み手が札を読み始めると、一斉
に前のめりになって絵札を探し、素早く取っていました。その
後、みんなで作った炊き込みご飯とぜんざいを食べながら、今
年の活動計画などについて話し合いました。 カルタとりを楽しむ参加者

　１月17日㈰、第53回浜田市駅伝競走大会が第四中学校校庭を
発着点に行われました。この駅伝は、男子13.1㎞・女子11.9㎞
を１チーム５人で走るもので、浜田市陸上競技協会が毎年開催
しています。
　今年の大会には、学校や職場・同好会で結成した87チーム
435人が出場し、沿道の多くの人から声援を受けながらタスキ
をつなぎました。走り終わった後は、美川地区体育協会とＰＴ
Ａの皆さんによる美川エンコウ鍋（豚汁）とぜんざいが振る舞
われ、選手や応援に来た人の身体を温めました。一斉にスタートする選手たち

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

頭と体を使って健康に
～　潮路ペタンク大会　～

みすみ

はまだ浜田の魚をおいしく調理
～　山陰浜田港お魚料理教室　～

今年も健康で笑いのある暮らしを
～　みんなでわいわい教室　～

みすみ

タスキに込めた仲間との絆
～　第53回浜田市駅伝競走大会　～

はまだ



広報はまだ：平成28年３月号　　　16

　１月16日㈯、弥栄ふるさと体験村でとんど焼きが行われまし
た。これは、ＡＺＵＲＵ弥栄賑々会が、毎年小正月のこの時期
に子どもたちの健やかな成長と無病息災を願い開催しています。
　当日は、近くの山から切り出した長さ５ｍ余りの竹50本を組
んで作ったやぐらの中に、参加者が持ち寄ったしめ飾りや書初
めを入れて火をつけました。参加者からは、燃え上がる炎に大
きな歓声が上がり、とんどの煙を体に浴びながら、今年１年の
健康を願いました。

高く組んだとんどに火がつけられました

　１月９日㈯、波佐地区青少年健全育成のつどいが波佐公民館
とエクス和紙の館で開催されました。この催しは、公民館や自
治会など地域の団体と学校が一体となって、子どもたちの健全
な育成と豊かな心を育てるために開催したものです。
　つどいには、波佐小学校の児童や保護者など約80人が参加し、
どんどろ祭りや米袋を使ったエコバックづくり、お餅焼きなど
を楽しみました。どんどろ祭りでは、持ち寄ったしめ飾りが燃
え上がる炎の前で、学校の各学年の代表が新年の決意を発表し
ました。新年の決意を発表する子どもたち

　１月６日㈬、書き初め会があさひ子ども園で行われました。
この書き初め会は、小学校に上がる前に習字を通じて正しい姿
勢と道具の使い方を学ぶとともに、集中力を養い正しい文字に
親しむために、毎年行われています。
　当日は、年長組の16人が12月から練習した「ひので」と「ひ
かり」の２つの題を３枚ずつ書きました。筆を持った園児は引
き締まった表情で丁寧に書き上げ、練習の成果を発揮していま
した。作品は、１月30日・31日に行われた島根書き初め展でお
披露目されました。 力強く書き初めをする園児

　１月６日㈬、浜田漁港で平成28年初市の式が行われました。
これは、毎年初競りの日に１年の豊漁と操業の安全を願い、漁
業協同組合ＪＦしまねが開催しているものです。
　式では、漁業協同組合ＪＦしまねの岸宏代表理事会長が、水
産関係者200人を前に、「今年は水産浜田の勢いを取り戻す年に
したい」とあいさつし、漁港の１年をスタートしました。式後、
初競りでは、仲買人が浜田市独特の懐競りによって、ブリやヤ
リイカなどを次々と競り落とし、正月明けの市場に威勢の良い
掛け声が響きわたりました。懐競りを行う競り人と仲買人

♥Town Topicsまちのわだい

今年１年の健康を願う
～　とんど焼き　～

やさか

地域で子どもの成長を見守ろう
～　波佐地区青少年健全育成のつどい　～

かなぎ

ひと筆ひと筆真剣に
～　あさひ子ども園　書き初め会　～

あさひ

今年１年の豊漁と安全を願う
～　浜田漁港　初市の式　～

はまだ
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

制
度
や
く
ら
し
に
関
す
る
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

　

県
や
市
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
浜

田
地
区
漁
業
地
域
防
災
協
議
会
が

行
う
、
津
波
災
害
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
に
伴
い
、
浜
田
漁
港
周
辺

に
向
け
て
防
災
無
線
の
訓
練
サ
イ

レ
ン
放
送
を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓

練
放
送
は
、
浜
田
市
消
防
本
部
に

設
置
し
て
あ
る
放
送
塔
か
ら
流
れ

ま
す
。

訓
練
放
送
日
時　

３
月
19
日
㈯　

午
前
９
時
頃

放
送
内
容　
「
訓
練
、訓
練
。こ
ち

ら
は
防
災
浜
田
市
で
す
。
た
だ

今
よ
り
、
津
波
を
想
定
し
た
訓

練
放
送
を
行
い
ま
す
。《
サ
イ

レ
ン
吹
鳴
》
訓
練
、
訓
練
、
津

波
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

直
ち
に
高
台
へ
避
難
し
て
く
だ

さ
い（
２
回
繰
り
返
し
）。以
上
、

訓
練
放
送
で
し
た
。」

※　

訓
練
放
送
と
あ
わ
せ
て
、
市

の
防
災
防
犯
メ
ー
ル
の
訓
練
配

信
も
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

引
っ
越
し
た
と
き
は
、
速
や
か

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確
認
を

行
い
ま
す
。
運
転
免
許
証
な
ど
、

公
的
機
関
が
発
行
し
た
顔
写
真
付

き
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
持
っ
て
い
な
い
人
は
、

健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
な
ど
２

点
で
の
確
認
に
な
り
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
又
は
、
通
知

カ
ー
ド
の
記
載
事
項
を
変
更
し
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

届
出
は
、本
庁
及
び
各
支
所
・

地
域
行
政
窓
口
（
浜
田
・
弥
栄

自
治
区
）
で
で
き
ま
す
（
地
域

行
政
窓
口
を
利
用
す
る
場
合
は
、

別
途
、
本
庁
又
は
各
支
所
で
の

手
続
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）。

※　

３
月
・
４
月
は
、
窓
口
が
大

変
混
雑
し
ま
す
。
本
庁
で
は
、

延
長
窓
口
・
特
別
開
設
日
曜
窓

口
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
総
合
窓
口
課
住
民
異
動
係

（
☎
�
９
４
０
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
は
、

転
出
・
転
入
な
ど
の
手
続
が
増
加

し
、窓
口
が
大
変
混
雑
す
る
た
め
、

平
日
の
窓
口
業
務
の
延
長
と
、
３

月
27
日
㈰
・
４
月
３
日
㈰
の
午
前

中
に
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

平
日
延
長
窓
口
（
月
～
金
）

日
時　
３
月
24
日
㈭
～
４
月
６
日

㈬　

午
後
７
時
ま
で

利
用
で
き
る
手
続

総
合
窓
口
課　

 

住
民
異
動
届（
転

入
・
転
出
・
転
居
・
世
帯
変
更

な
ど
）、
戸
籍
届
出
（
出
生
・

死
亡
・
婚
姻
な
ど
）、印
鑑
登
録
、

各
種
証
明
書
の
交
付
（
住
民
票

の
写
し
、
戸
籍
謄
抄
本
、
印
鑑

登
録
証
明
書
、
所
得
・
課
税
証

明
書
）、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・

交
付

医
療
保
険
課　
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
・
福
祉
医
療
・

乳
幼
児
等
医
療
・
国
民
年
金
の

各
種
申
請
・
届
出

子
育
て
支
援
課　
保
育
所
入
退
所

・
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
・

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
退
会
の

各
種
申
請
・
届
出

上
下
水
道
部
管
理
課　
水
道
の
利

用
に
関
す
る
諸
手
続

特
別
開
設
日
曜
窓
口

日
時　
３
月
27
日
㈰
・
４
月
３
日

㈰　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分

利
用
で
き
る
手
続　
前
記
（
平
日

延
長
窓
口
）の
総
合
窓
口
課（
パ

ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
を
除

く
）・
医
療
保
険
課
・
上
下
水

道
部
管
理
課
の
担
当
業
務
の
み

注
意
事
項

・
本
庁
の
み
の
実
施
で
、各
支
所
・

公
民
館
の
地
域
行
政
窓
口
で
は

実
施
し
ま
せ
ん
。

・
土
曜
日
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

・
届
出
の
内
容
に
よ
り
、
ほ
か
の

行
政
機
関
へ
の
確
認
が
必
要
な

場
合
は
、
預
か
り
の
み
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
住
民
票
の
広
域
交
付
な
ど
、
ほ

か
の
行
政
機
関
を
通
じ
た
手
続

が
必
要
な
業
務
は
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

・
窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確
認
を

行
い
ま
す
。
運
転
免
許
証
・
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
個
人
番

号
カ
ー
ド
な
ど
、
公
的
機
関
が

発
行
し
た
顔
写
真
付
き
の
身
分

証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
い
な
い
人
は
、
健
康
保

険
証
・
年
金
手
帳
な
ど
２
点
で

の
確
認
に
な
り
ま
す
。

届出の種類 届出の時期

転入届
（市外から浜田市内に引っ越し
たとき）

引っ越した日から
14日以内

転出届
（浜田市外へ引っ越すとき）

引っ越し先が決ま
ったら速やかに

転居届
（浜田市の中で引っ越したとき）

引っ越した日から
14日以内

※　転入届には転出証明書が必要です。前住所地の
市区町村役場で転出届を済ませてください。

安
全
安
心

安
全
安
心

安
全
安
心

浜
田
漁
港
周
辺
で
防
災
無
線

の
訓
練
放
送
が
行
わ
れ
ま
す

生
活
・
環
境

転
入
・
転
出
・
転
居
す
る

皆
さ
ん
へ　
各
種
の
届
出

を
お
忘
れ
な
く

窓
口
業
務
の
時
間
を
延
長

し
ま
す
（
本
庁
の
み
）
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

※　

手
続
に
は
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
又
は
通
知
カ
ー
ド
・
印
鑑
・

各
種
手
帳
・
健
康
保
険
証
・
証

明
書
な
ど
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
事
前
に

各
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

・
本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

・
本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

・
上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

　

毎
年
、
３
月
か
ら
４
月
に
か
け

て
は
、
転
入
・
転
出
・
転
居
が
多

く
、
当
日
急
に
水
道
の
開
け
閉
め

の
連
絡
を
も
ら
っ
て
も
、
す
ぐ
に

対
応
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と

な
り
ま
す
。

　

手
続
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
実

際
に
水
道
を
使
用
・
中
止
す
る
日

よ
り
前
に
電
話
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
際
に
、
必
要
事
項

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

連
絡
先

上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

受
付
時
間

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
受
付
時
間
以
外
で
、
急
に
水
道
の

使
用
、
又
は
中
止
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
の
連
絡
先

浜
田
市
水
道
事
業
協
同
組
合

（
☎
�
３
７
２
２
）

※　

水
道
事
業
協
同
組
合
が
開
閉

栓
に
伺
い
ま
す
。
そ
の
際
、
届

出
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

　

３
月
は
引
っ
越
し
や
大
掃
除
で
、

一
時
的
に
多
量
の
ご
み
が
出
る
こ

と
が
あ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
ご

み
処
理
場
を
開
場
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

　

市
で
は
、使
用
予
定
の
な
い「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、

空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、

使
用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登

録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
に
情
報

提
供
を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
地
図
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推

進
係
（
☎
�
９
２
０
０
）

　

最
低
賃
金
は
、
島
根
県
内
の
事

業
場
で
働
く
常
用
・
臨
時
・
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
全
て
の

労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

島
根
県
最
低
賃
金

時
間
額　
６
９
６
円

効
力
発
生
日　

平
成
27
年
10
月
４
日

問
い
合
わ
せ
先　

・
島
根
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室
（
☎
０
８
５
２
�
１
１
５
８
）

・
浜
田
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
�
１
８
４
０
）

　

浜
田
に
は
、
良
好
な
自
然
・
文

化
・
歴
史
な
ど
多
く
の
景
観
資
源

が
あ
り
、こ
れ
ら
の
資
源
を
守
り
、

育
て
、
創
造
し
、
次
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
浜
田
ら
し
い
良
好
な

景
観
形
成
を
推
進
す
る
た
め
、
市

独
自
の
景
観
計
画
案
を
策
定
し
、

現
在
施
行
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

計
画
案
で
は
、
重
点
地
域
と
し

て
指
定
す
る
３
地
区
を
含
む
浜
田

市
全
域
を
景
観
区
域
と
し
、
特
性

を
活
か
し
た
景
観
形
成
の
推
進
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

重
点
地
域

・
浜
田
城
跡
周
辺
地
区

・
浜
田
漁
港
周
辺
地
区

・
美
又
温
泉
地
区

※　

浜
田
市
景
観
計
画
（
案
）
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ごみ処理場 直接搬入できるごみ 受入時間
エコクリーンセンター
江津市波子町
(☎０８５５�５０８１)

燃やせるごみ
燃やせる粗大ごみ

３月27日㈰
午前９時～
　　　午後４時30分

浜田市不燃ごみ処理場
生湯町（☎�３１４７）

燃やせないごみ
燃やせない粗大ごみ
古紙（古紙置場へ）

石央リサイクルセンター
生湯町（☎�１８０８）

ペット・プラ
かん
びん

※　ごみの収集はありません。

水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
の

連
絡
は
お
早
め
に

ご
み
の
直
接
搬
入
が

で
き
ま
す

住
宅

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い

産
業
・
地
域
活
性
化

島
根
県
の
最
低
賃
金
の

お
知
ら
せ
で
す

浜
田
市
景
観
計
画
（
案
）
を

公
開
し
て
い
ま
す
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19　　　広報はまだ：平成28年３月号

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

健 康 コラムコラム

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
設
企
画
課
都
市
計
画
係

（
☎
�
９
６
０
１
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
し
ま
す
。

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
・
譲
渡
な

ど
の
手
続
を
し
た
場
合
は
、
４
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
１
年
分
の

税
金
が
か
か
り
ま
す
（
軽
自
動
車

税
に
は
自
動
車
税
の
よ
う
な
月
割

課
税
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

使
え
な
く
な
っ
て
処
分
す
る
車

両
や
譲
渡
し
た
車
両
は
、
４
月
１

日
ま
で
に
手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

浜
田
市
ナ
ン
バ
ー
の
車
両

　

本
庁
税
務
課
又
は
各
支
所
市
民

福
祉
課
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

島
根
ナ
ン
バ
ー
の
車
両

　

次
の
手
続
窓
口
又
は
販
売
店
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

盗
難
な
ど
で
車
両
が
存
在
し
な
い

場
合

　

警
察
署
へ
盗
難
届
を
提
出
後
、

受
理
番
号
と
提
出
日
を
控
え
、
浜

田
市
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
は
、
本
庁

税
務
課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
島
根
ナ

ン
バ
ー
の
車
両
は
、
前
記
の
手
続

窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

車種 手続窓口

四輪の軽自動車
（乗用・貨物）

軽自動車検査協会島根事務所(松江市)
☎０５０－３８１６－３０８３
（コールセンター）

二輪の軽自動車
（126cc～250cc）

島根県軽自動車協会（松江市）
☎０８５２�００４６

二輪の小型自動車
（251cc以上）

中国運輸局島根運輸支局（松江市）
☎０５０－５５４０－２０７１

　日本では、年間13万人以上が胃がんに罹患し、
４万８千人以上が死亡しています。悪性腫瘍のうち、
胃がんは罹患の第１位、死亡の第２位であり、日本
人にとって重大な問題となっています。しかし、近
年胃がんの罹患率及び死亡率は減少傾向にありま
す。胃がん検診が導入された昭和58年当時に比べ、
平成23年では40歳代の胃がん罹患率は約1/2（表１）、
平成25年では胃がん死亡率は約1/5（表２）に減少
しています。

　がんの原因としては、高塩分食品の摂取や喫煙な
どのライフスタイル、ヘリコバクター・ピロリ菌の
感染など環境要因の関わりが大きいと考えられてい
ます。
　ピロリ菌は、人の胃から発見された細菌で、胃の
粘膜に侵入して慢性胃炎や胃がんを引き起こす要因
のひとつです。ピロリ菌感染率は、1990年代は40歳
代の60％が感染していましたが、2010年代は20％程

度となり、各年代でも減少傾向にあります。
　ピロリ菌に感染した場合の治療は、服薬
による除菌治療があります。内視鏡検査で
ピロリ菌感染による慢性胃炎・胃潰瘍・十
二指腸潰瘍と診断された場合のピロリ菌の
除菌治療は、健康保険が適用されます（内
視鏡検査で確定診断されていない慢性胃炎
は保険適用外）。
　現在、ヘリコバクター・ピロリ抗体検査
は、がん死亡率減少効果の科学的根拠が不
十分なため、厚生労働省による胃がん検診
の指針では、公費を投入して行う検診とし
ての実施を推奨しないと示されています。
　浜田市が実施する胃がん検診は、40歳以
上の浜田市民を対象に、胃部エックス線検
査を毎年実施しています。また、胃部エッ
クス線検査で異常があった場合は、健康保
険を利用して、胃内視鏡検査やピロリ菌検
査など精密検査の受診を勧奨しています。
　がんは早期発見を行えば、治療が可能な
疾患であり、がん検診の役割は重要です。
一人ひとりが、がんの予防についての知識
を高め、自らがんの発生を予防する活動を
実践するための参考にしてください。

（本庁地域医療対策課）

表１　胃がん罹患率の年齢
別推移（人口10万対）
対象年齢 昭和58年 平成23年
30～34歳 12.9 3.9
35～39歳 20.7 7.0
40～44歳 40.1 12.9
45～49歳 59.9 28.6
（地域がん登録全国推計より）

表２　胃がん死亡率の年齢
別推移（人口10万対）
対象年齢 昭和58年 平成25年
30～34歳 5.8 1.1
35～39歳 10.4 1.9
40～44歳 17.4 3.6
45～49歳 29.3 6.1

（人口動態統計より）

税
務
・
納
税

原
動
機
付
自
転
車
・
オ
ー
ト

バ
イ
・
軽
自
動
車
な
ど
の
廃

車
手
続
は
お
済
み
で
す
か

健
康
・
福
祉

胃がん検診とピロリ菌検査について
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

20

22

24

26

28

30

32

34

自死年齢調整死亡率（人口10万人あたり）

平成13～17年 平成17～20年 平成21～25年

島根県
浜田市

27.9

24.7

33.4

26.0

22.3 22.6

　

国
は
、
月
別
自
死
者
数
の
多
い

３
月
を
「
自
死
対
策
強
化
月
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

自
死
予
防
に
つ
い
て
考
え
、
一
人

ひ
と
り
の
こ
と
と
し
て「
気
付
き
」

「
つ
な
ぎ
」「
見
守
り
」
を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

浜
田
市
の
現
状

　

平
成
22
年
か
ら
26
年
の
５
年
間

で
、
81
人
が
自
死
で
命
を
失
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
21
年
か
ら

25
年
の
死
亡
率
で
は
、
初
め
て
県

の
死
亡
率
よ
り
下
回
り
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
20
歳
代
・
40
～
60
歳

代
の
男
性
と
80
歳
以
上
の
高
齢
者

の
自
死
が
多
い
状
況
で
す
。

自
死
予
防
の
行
動
ポ
イ
ン
ト

気
付
く　
身
近
な
人
（
家
族
や
仲

間
）
の
い
つ
も
と
違
う
様
子
に

気
付
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

・
眠
れ
な
い

・
好
き
だ
っ
た
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ

を
し
な
く
な
っ
た

・
食
欲
が
な
い　

な
ど

声
か
け　
大
切
な
人
の
変
化
に
気

付
い
た
ら
、
勇
気
を
出
し
て
声

を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

傾
聴　
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

つ
な
ぎ　
早
め
に
専
門
機
関
に
相

談
す
る
よ
う
促
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

被
保
険
者
証
の
更
新

　

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（
紺
色
）
の

有
効
期
限
が
３
月
31
日
㈭
で
切
れ

ま
す
。

　

４
月
１
日
㈮
か
ら
の
新
し
い
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
茶
色
）

を
３
月
中
旬
に
緑
色
の
封
筒
に
入

れ
て
特
定
記
録
郵
便
で
送
付
し
ま

す
。
１
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
世

帯
主
あ
て
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

加
入
し
て
い
る
人
全
員
の
被
保
険

者
証
が
届
い
た
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
未
加

入
で
も
、
宛
名
は
世
帯
主
あ
て
に

な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
物
の
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、
加
入

者
名
義
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
の
記
載
内
容
を
確
認

　

万
一
、
被
保
険
者
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
世
帯
主
氏
名
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
自
分
で
訂
正
す
る
と
、

そ
の
被
保
険
者
証
は
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

有
効
期
限

　

一
般
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
、
平
成
29
年
３
月
31
日
で
す
。

注
意
事
項

・
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
75

歳
に
な
る
人
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
移
行
す
る
た
め
、

75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
が
有
効

期
限
で
す
。

・
現
在
、
退
職
者
医
療
制
度
に
該

当
し
、
平
成
29
年
３
月
31
日
ま

で
に
65
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生

月
の
末
日
が
有
効
期
限
で
す
。

※　

有
効
期
限
以
降
に
使
用
す
る

被
保
険
者
証
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別

途
送
付
し
ま
す
。

短
期
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

　

国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
る
世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
に
属

す
る
人
に
は
、
滞
納
状
況
に
よ
り
、

短
期
被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

２
か
月
短
期
被
保
険
者
証

５
月
31
日
有
効
期
限

４
か
月
短
期
被
保
険
者
証

７
月
31
日
有
効
期
限

子
ど
も
短
期
被
保
険
者
証

９
月
30
日
有
効
期
限

※　

18
歳
未
満
の
人
の
無
保
険
状

態
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置
で

す
。

有
効
期
限
切
れ
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
（
４
月
１
日
以
降
無

効
）
は
、
返
還
不
要
で
す

　

４
月
１
日
以
降
、
は
さ
み
な
ど

で
細
か
く
切
断
す
る
な
ど
、
不
正

に
使
用
さ
れ
な
い
よ
う
確
実
に
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

有
効
期
限
内
に
資
格
の
変
更

な
ど
の
届
出
を
す
る
場
合
は
、

被
保
険
者
証
を
返
還
し
て
く
だ

さ
い
。

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
の
に
届
い
た
と
き
は
…

　

国
民
健
康
保
険
か
ら
勤
務
先
の

健
康
保
険
（
全
国
健
康
保
険
協
会

管
掌
健
康
保
険
・
健
康
保
険
組
合

及
び
共
済
組
合
な
ど
）に
加
入（
扶

養
も
含
む
）
し
た
場
合
は
、
そ
の

旨
の
届
出
が
必
要
で
す
。
勤
務
先

で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪

失
手
続
は
行
い
ま
せ
ん
。
加
入
時

と
同
様
に
本
人
や
家
族
が
手
続
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

資
格
喪
失
手
続
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
勤
務
先
の
健
康
保
険
の
保
険
証

（
被
扶
養
者
全
員
の
健
康
保
険

証
）

・
世
帯
主
及
び
対
象
者
の
個
人
番

号
カ
ー
ド
又
は
通
知
カ
ー
ド

・
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

　

未
就
学
児
用
の
乳
幼
児
等
医
療

費
受
給
資
格
証
の
有
効
期
限
は
、

小
学
校
に
入
学
す
る
年
の
３
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

小
・
中
学
生
用
の
乳
幼
児
等
医
療

費
受
給
資
格
証
（
小
学
校
１
年
生

～
中
学
校
３
年
生
用
）
を
、
３
月

下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

対
象
者　
平
成
21
年
４
月
２
日
～

平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ

３
月
は
自
死
対
策
強
化
月
間

で
す

保
険
・
医
療
・
年
金

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
更
新
を
行
い
ま
す

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資

格
証
（
小
・
中
学
生
用
）

を
送
付
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

※　

資
格
証
の
内
容
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
本
庁
医
療
保
険
課

又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
で
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
の

際
は
、
印
鑑
・
乳
幼
児
等
医
療

費
受
給
資
格
証
・
健
康
保
険
証

（
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
　

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
関
す
る
施
策
及
び
重
要
な
事

項
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

委
員
を
公
募
し
ま
す
。

応
募
資
格

⑴　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20

歳
以
上
の
人
（
平
成
28
年
４
月

１
日
現
在
）

⑵　

男
女
共
同
参
画
に
関
心
を
持

ち
、
委
員
会
（
年
３
回
程
度
、

平
日
開
催
）
に
出
席
で
き
る
人

募
集
人
数　
２
人
以
内

任
期　
２
年
（
平
成
28
年
４
月
～

平
成
30
年
３
月
）

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

応
募
用
紙
は
、
本
庁
人
権
同

和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
及
び
各

支
所
防
災
自
治
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

選
考
方
法　
書
類
選
考

※　

必
要
に
応
じ
て
面
接
を
行
い

ま
す
。

応
募
締
切
日　
３
月
22
日
㈫
必
着

費
用
弁
償
・
報
酬

市
の
規
定
に
よ
り
支
払
い
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地
（
☎
�
９

１
６
０
・
▢FAX
�
１
８
６
６
）】

　

市
で
は
、
平
成
27
年
度
に
日
本

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
（
ｔ
ｏ

ｔ
ｏ
）
の
助
成
金
を
活
用
し
、
次

の
と
お
り
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田
に

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
新
設
し

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
☎
�
９
３
０
０
）

傷
害
保
険

　

団
体
の
活
動
中
に
被
っ
た
傷
害

に
よ
る
死
亡
・
後
遺
障
害
・
入
院
・

手
術
・
通
院
を
保
障
し
ま
す
。

賠
償
責
任
保
険

　

法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
負

っ
た
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

　

突
然
死
に
対
す
る
葬
祭
費
の
保

障
で
、
補
償
額
は
１
８
０
万
円
が

限
度
で
す
。

加
入
区
分
・
掛
金

　

４
人
以
上
の
団
体
で
、
加
入
区

分
を
加
入
者
ご
と
に
選
択
で
き
ま

す
。

※　

振
込
手
数
料
は
、
１
件
に
つ

き
一
律
１
０
０
円
（
税
抜
き
）

と
な
り
ま
す
。

※　

加
入
区
分
・
料
金
な
ど
を
改

定
し
て
い
ま
す
。
保
険
内
容
・

加
入
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
ス

ポ
ー
ツ
安
全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明

な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
島
根
県
支

部
（
☎
０
８
５
２
�
５
３
８
８
）

http://w
w

w
.sportsanzen.org

子
ど
も
会
活
動
を
活
発
に

　
小
さ
な
備
え
で
大
き
な
安
心

　

平
成
28
年
度
子
ど
も
会
安
全
共

済
会
の
加
入
を
受
け
付
け
ま
す
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
会
活
動
時
の
事

故
に
対
す
る
共
済
金
制
度
で
す
。

行
事
中
や
往
復
途
中
な
ど
に
発
生

し
た
事
故
や
ケ
ガ
に
対
し
て
共
済

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

加入対象者 補償対象となる団体活動など 加入
区分

年間掛金
(１人あたり)

子ども【中学生以下
（特別支援学校高等
部の生徒を含む）】

スポーツ・文化・ボランティア・
地域活動 Ａ１ 800円

上記団体活動に加え、個人活動 ＡＷ 1，450円

大
人 高校生以上

文化・ボランティア・地域活動・団
体員の送迎・応援・準備・片付け Ａ２ 800円

スポーツ活動及びスポーツ
の指導・審判

64歳以下 Ｃ 1，850円
65歳以上 Ｂ 1，200円

全年齢 危険度の高いスポーツ活動 Ｄ 11，000円

アダクション＆アブダクション シーテッドロー

人
権

浜
田
市
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

助
成
金
事
業
を
活
用
し
て
整
備

を
行
い
ま
し
た

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

ご
案
内
で
す

全
国
子
ど
も
会
安
全
共
済
会

の
加
入
を
受
け
付
け
ま
す
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４
月
１
日
か
ら
補
償
を
受
け
る

た
め
に
は
、
３
月
31
日
㈭
ま
で
に

入
会
申
込
み
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
４
月
１
日
以
降
は
、
加
入

手
続
の
翌
日
か
ら
の
補
償
と
な
り

ま
す
。
ケ
ガ
を
し
て
か
ら
加
入
し

て
も
共
済
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

共
済
金
額

１　
負
傷
・
疾
病
の
場
合

　

医
療
保
険
制
度
を
利
用
し
た
医

療
費
総
額
の
30
％
を
給
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
日
数
と
支
給
額
に
次
の

制
限
が
あ
り
ま
す
。

治
療
限
度
期
間

事
故
の
日
か
ら
１
８
０
日
間

医
療
共
済
金
支
給
限
度
額

50
万
円
（
医
療
費
総
額
の
30
％

が
１
、
０
０
０
円
以
下
の
場
合

に
は
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

２　
死
亡
の
場
合

死
亡
共
済
金　
６
０
０
万
円

３　
後
遺
症
が
残
る
ケ
ガ
な
ど
の

場
合

後
遺
障
害
共
済
金　

後
遺
障
害
の
程
度
に
応
じ
て

７
万
円
～
６
０
０
万
円

手
続
方
法

申
込
方
法　
申
込
書
及
び
名
簿
・

年
間
計
画
に
、
会
費
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
（
必
要
な
人
に
は
、

送
付
し
ま
す
）。市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

会
費　
年
額
１
人
１
２
０
円

※　

０
歳
か
ら
大
人
ま
で
加
入
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
就
学
前
の

幼
児
の
加
入
条
件
と
し
て
、
保

護
者
が
同
時
に
加
入
し
、
子
ど

も
会
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

※　

個
人
で
の
加
入
は
で
き
ま
せ

ん
。

平
成
28
年
度
分
受
付
開
始
日

３
月
１
日
㈫
～

補
償
期
間　
４
月
１
日
㈮
～
平
成

29
年
３
月
31
日
㈮

※　

４
月
１
日
以
降
に
加
入
し
た

場
合
、
受
付
日
の
翌
日
か
ら
補

償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

事
故
・
ケ
ガ
が
起
き
た
と
き
は
…

　

す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

共
済
金
請
求
に
必
要
な
書
類
一
式

を
送
付
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

（
☎
�
０
９
８
５
）

母・妻・姉妹・同僚などに、花や祝う言葉・
プレゼントなどを贈る習慣があります。プレ
ゼントはいろいろありますが、特に夫が妻や
子どもに、自分で料理を作ってご馳走するこ
とは、女性にとって最もうれしいプレゼント
です。
　ベトナムの女性は、戦争時代からのまじめ
な姿勢・勤勉さを今でも持ち続け、社会の全
ての面で活躍する一方、子どもの教育に奮闘
しながら、幸せな家族を作る努力をしていま
す。また、国の発展に貢献し、社会的に重要
な役割を果たしています。３月８日の国際女
性デーは、本当に有意義な日ではないでしょ
うか。日本では女性への感謝を表す日があり
ますか。

　３月になると、春の訪れを感じる日が続き
ますが、皆さんはいかがお過ごしですか。今
回は、ベトナムの３月の大事な記念日である
「国際女性デー」について紹介します。
　３月８日は、「女性の幸福、権利及び社会
の均等、平和、発展のために戦う」記念日と
して1977年に国連によって国際女性デーとし
て正式に定められました。
　ベトナムでは、英雄のハイ・バー・チュン
姉妹が国を守るため敵に抵抗したことを記念
する日でもあります。その２つの意味を合わ
せて、現在は女性の役割を重要にし、女性に
感謝する日とされています。
　街中には「国際女性デーを心から祝います」
と書かれた横断幕が掛けられます。前日から、
通りの両側には、様々な彩りの花束が売られ、
ショップでは女性向けのセールが行われるな
ど活気にあふれます。当日は行政団体・学校・
病院・会社などは、女性向けに華やかなイベ
ントが行われます。この日は、男性が自宅や
職場で、女性がふだん行っている家事や仕事
を手伝うのが一般的です。
　また、男性は国際女性デーに周りの女性・

ベトナムの女性の日について
浜田市国際交流員　ニュン　グェン　ティー　ゴク　
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まちかど伝言板

【
浜
田
土
建
㈱
募
集
分
】

募
集
期
間　
３
月
１
日
㈫
～
10
日
㈭

募
集
住
宅　
市
営
住
宅
（
金
城
・
旭
・

弥
栄
・
三
隅
）

４
月
か
ら
新
た
に
供
用
開
始
と
な
る

住
宅

住
宅
名

地
域
定
住
住
宅
（
大
坪
住
宅
）

所
在
地

弥
栄
町
大
坪
１
５
９
番
地
３

構
造　
木
造
平
屋
建
て

住
戸
タ
イ
プ　
１
Ｋ
（
単
身
用
）

家
賃　
１
５
、
０
０
０
円

募
集
戸
数　
３
戸

抽
選
日　
３
月
下
旬

入
居
時
期　
４
月
初
旬

問　
浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w

w
.ham

adadoken.jp/
bk.s.ham

adasieijyuutaku.htm
l

【
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
募
集
分
】

募
集
期
間　
３
月
17
日
㈭
～
31
日
㈭

募
集
住
宅　
市
営
住
宅
（
緑
ヶ
丘
住

宅
）

抽
選
日　
４
月
下
旬

入
居
時
期　
５
月
中
旬

問　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w

w
.shim

ane-jkk.jp/
chintai/

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な

い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で
の
間

に
入
居
の
申
込
み
を
随
時
受
け
付

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

浜
田
産
品
を
ギ
フ
ト
向
け
に
紹
介

す
る
冊
子
、
浜
田
か
ら
の
贈
り
も
の

情
報
誌
「
は
ま
お
く
」
の
第
３
号
を

７
月
頃
に
発
行
す
る
予
定
で
す
。
情

報
誌
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
浜
田

市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
に
配
布
し
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
「
は
ま
お
く
」
に
掲
載
す
る

商
品
（
食
品
・
民
工
芸
品
な
ど
）
を

募
集
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
す
る
人

に
は
詳
細
を
案
内
し
ま
す
の
で
、
電

話
な
ど
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
の
企
業
（
個
人
・
法
人
）

掲
載
対
象
商
品　
浜
田
の
食
と
民
工

芸
品
な
ど
に
関
す
る
商
品

申
込
締
切
日　
３
月
16
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
本
庁
産
業
振
興
課
産
業
振

興
係
（
☎
�
９
５
０
２
）

Em
ail:sangyou-shinkou@

city.
ham

ada.shim
ane.jp

　

あ
な
た
の
技
術
や
経
験
を
、
青
年

海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
持
つ
人

（
年
齢
は
平
成
28
年
５
月
９
日
現

在
）

青
年
海
外
協
力
隊

満
20
歳
～
満
39
歳

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

満
40
歳
～
満
69
歳

募
集
期
間　
４
月
１
日
㈮
～
５
月
９

日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　
所
定
の
応
募
書
類
を
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
書
類
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.jic

a
.g

o
.jp

/
volunteer/index.htm

l

応　
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
募
集
課

【
〒
１
０
２
‐
８
０
１
２　

東
京

都
千
代
田
区
二
番
町
５
‐
25　

二

番
町
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
】

体
験
談
・
説
明
会

日　
４
月
２
日
㈯

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

午
後
１
時
～
２
時
30
分

青
年
海
外
協
力
隊

午
後
３
時
～
５
時

場　
松
江
テ
ル
サ
４
階
研
修
室
１

日　
４
月
27
日
㈬

青
年
海
外
協
力
隊

午
後
３
時
30
分
～
５
時
30
分

場　
島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
学
生
会
館

※　

資
料
請
求
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
国
際
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
（
☎
０
８
２

‐
４
２
１
‐
６
３
０
５
）

日　
３
月
26
日
㈯

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
畳
ヶ
浦
入
口
付
近

清
掃
場
所　
畳
ヶ
浦
一
帯

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

募

集

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

浜
田
か
ら
の
贈
り
も
の
情
報
誌

「
は
ま
お
く
」
へ
の
掲
載

商
品
募
集

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
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浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、

小
学
生
以
上
を
対
象
に
随
時
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
よ
ろ
こ
び
、
楽
し
さ
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
指
導
者
２
人
以
上
、
小
中

高
校
生
10
人
以
上
で
新
規
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
各
団
の
紹

介
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

申
・
問

活
動
内
容
・
入
団
申
込
み
に
つ
い
て

　

左
表
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
、
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

新
規
設
立
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
内　

浜
田
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
本
部
事
務
局

（
☎
�
９
７
２
１
）

団名 練習日 練習場所 問い合わせ先 電話番号
国府剣道 土 国府小体育館 市野不盡 �１０７８
長沢剣道 土・日 石見小体育館 渡辺美紀 090-7774-3060
三隅柔道 月・水・金 三保公民館 平川隆夫 090-3373-0105
浜田テコンドー 火・金 石見公民館 田淵　裕 090-1337-1696
浜田中央
（ソフトボール） 土・日・祝 原井小校庭 川辺孝之 090-3375-1258

国府野球 土・日・祝 国府ふれあい広場 森下俊光 090-9734-9782
西部野球 土・日・祝 周布小校庭 小田昭司 090-5692-9308
浜田市野球 土・日・祝 松原小校庭 三浦　聡 090-7779-1582
美川野球 土・日・祝 美川農村広場 長見優治 090-8241-3703

三隅少年野球クラブ 土・日・祝 田ノ浦公園
ソフトボール場 山本勝利 090-4893-2857

雲雀丘（ソフトボール）
日又は土 雲雀丘小学校 堀内康二 090-8069-5522

雲雀丘（バスケット）
波佐（バドミントン） 金 波佐小体育館 奥本智之 090-3377-0054
国府バレーボール 火・木・土 国府小体育館 宮田　徹 080-1907-3637
周布バレーボール 水・日 周布小体育館 熊谷一二三 090-8992-2686
みすみSmileys
（バレーボール） 月・水・日 三隅小体育館 村木勝也 090-1682-9110

　

浜
っ
子
春
ま
つ
り
の
日
に
市
内
商

店
街
で
開
催
さ
れ
る
「
楽
市
」
の
出

店
者
を
募
集
し
ま
す
。

日　
４
月
29
日
㈷

応
募
資
格　
浜
田
市
の
住
民
や
市
内

の
団
体
・
事
業
所

応
募
方
法　
応
募
用
紙
及
び
添
付
書

類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
用
紙
は
、
各
商
店
街
に
あ

り
ま
す
。

出
店
場
所　
市
内
の
各
商
店
街
（
た

だ
し
、
一
部
を
除
き
パ
レ
ー
ド
コ

ー
ス
と
な
る
道
路
上
で
の
出
店
は

で
き
ま
せ
ん
。）

※　

設
備
な
ど
は
各
自
で
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

商
店
街
に
よ
っ
て
は
、
出
店
料

が
か
か
り
ま
す
。

応
募
締
切
日　
３
月
25
日
㈮
必
着

応
・
問

・
銀
天
街
▽「
レ
デ
ィ
ス
ワ
ー
ル
ド
」

佐
古
肇
徳
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８

７
１
０
‐
３
９
７
９
）

・
朝
日
町
商
店
街
▽「
理
容
は
や
し
」

林
俊
行
さ
ん
（
☎
�
２
７
６
９
）

・
新
町
商
店
街
▽
「
平
野
屋
」

平
野
義
弘
さ
ん
（
☎
�
０
２
３
６
）

※　

出
店
者
多
数
の
場
合
は
、
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

当
日
、
祭
り
の
運
営
（
パ
レ
ー
ド

の
随
行
・
休
憩
所
の
運
営
・
記
録
写

真
の
撮
影
な
ど
）
を
手
伝
っ
て
も
ら

え
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
高
校
生
以
上
の
健
康
な

人
な
ら
ど
な
た
で
も

※　

手
当
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
日

弁
当
を
支
給
し
ま
す
。

応
・
問　
浜
田
市
観
光
協
会

（
☎
�
１
０
８
５
・
▢ＦＡＸ
�
１
０
８

１
）

　

浜
田
市
観
光
協
会
で
は
、
来
訪
さ

れ
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
多
く
の
情

報
を
発
信
す
る
た
め
、
市
内
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
予
定
し
て
お
り
、
専
用
ペ
ー
ジ

を
設
け
、
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

　

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
け
る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
も
一
緒
に
浜
田
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

掲
載
す
る
情
報

①
イ
ベ
ン
ト
名

②
場
所
（
店
舗
名
な
ど
）

③
開
催
日
時
又
は
期
間

④
料
金
（
有
料
・
無
料
の
区
分
）

⑤
定
員
の
有
無

⑥
観
光
客
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
コ
メ
ン
ト

⑦
画
像
デ
ー
タ

⑧
イ
ベ
ン
ト
内
容
の
問
い
合
わ
せ
先

※　

内
容
に
よ
っ
て
は
、
希
望
に
添

え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
市
観
光
協
会

（
☎
�
１
０
８
５
）

Em
ail:info@

kankou-ham
ada.

org

　

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
と
お
り
一
斉
相
談
会
（
法
律
相

談
）
を
開
催
し
ま
す
。

日　
３
月
４
日
㈮

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時

場　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

※　

弁
護
士
１
人
が
担
当
し
ま
す
。

料　
原
則
無
料
（
３
回
目
以
降
の
継

続
相
談
か
ら
有
料
と
な
り
ま
す
。）

相
談
時
間　
40
分
以
内

予
約
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
４
５
１
４
）

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
・
新
規
登
録
団
募
集

２
０
１
６
浜
っ
子
春
ま
つ
り

市
民
の
楽
市
出
店
者
募
集

相

談

一
斉
相
談
会
（
法
律
相
談
）

浜
田
市
観
光
協
会
へ
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
募
集
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家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
３
月
19
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

‐
５
９
６
０
）

　

く
ら
し
・
仕
事
で
発
生
す
る
様
々

な
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
何
で
も
電

話
・
面
談
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

日　
３
月
29
日
㈫
・
30
日
㈬

午
前
11
時
～
午
後
６
時

電
話
相
談

☎
０
１
２
０
‐
５
０
６
‐
６
２
９

面
談
相
談
（
要
予
約
）

場　
中
国
労
働
金
庫
浜
田
支
店
２
階

会
議
室

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
労
働
者
福
祉
協
議

会
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
島

根
（
☎
０
１
２
０
‐
１
５
４
‐
０

５
２
）

総
合
実
務
科

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
自
己
理
解

や
適
性
を
見
極
め
な
が
ら
、
就
職
に

必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
の
知
識
や
、

様
々
な
作
業
・
実
習
及
び
企
業
な
ど

で
の
訓
練
に
よ
り
技
術
や
作
業
能
力

を
習
得
し
、
就
職
す
る
た
め
の
力
を

身
に
付
け
ま
す
。

対
象　
障
が
い
の
あ
る
人
で
就
労
を

目
指
し
て
い
る
人

入
校
検
定
日　
３
月
22
日
㈫

検
定
場
所

西
部
高
等
技
術
校 

（
益
田
市
）

選
抜
方
法　
面
接

定　
５
人

料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
１
０
、０
０
０
円
程
度
必
要
）

訓
練
期
間

５
月
10
日
㈫
～
９
月
29
日
㈭

訓
練
場
所　
西
部
高
等
技
術
校

申
込
締
切
日　
３
月
15
日
㈫

介
護
福
祉
科

　

介
護
福
祉
士
と
し
て
の
知
識
・
技

能
な
ど
を
基
礎
か
ら
学
び
、
質
の
高

い
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ

う
２
年
間
で
習
得
し
、
介
護
福
祉
士

の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

対
象　
求
職
者

入
校
検
定
日　
３
月
22
日
㈫

検
定
場
所　
西
部
高
等
技
術
校

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

定　
30
人

料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
、
１
年
次
10
万
円
程
度
、
２

年
次
６
万
円
程
度
必
要
）

訓
練
期
間　
４
月
５
日
㈫
～
平
成
30

年
３
月
９
日
㈮

訓
練
場
所　
六
日
市
医
療
技
術
専
門

学
校
（
鹿
足
郡
吉
賀
町
）

申
込
締
切
日　
３
月
14
日
㈪

共
通

申
込
方
法　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
相
談
の
上
、
入
校
願
を
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

入
校
願
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

あ
り
ま
す
。

問　
西
部
高
等
技
術
校
総
務
課

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　
４
月
１
日
㈮
～
４
日
㈪

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

み
は
４
月
１
日
㈮
～
13
日
㈬
）

※　

原
則
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

受
験
資
格

・
昭
和
61
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
次
に
該
当
す
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
及
び
平
成
29

年
３
月
大
学
卒
業
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

第
一
次
試
験　
５
月
29
日
㈰

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

http://w
w

w
.nta.go.jp

※　

受
験
案
内
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

請
求
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係
（
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐

９
２
１
１
）

浜
田
税
務
署
（
☎
�
０
３
６
０
）

　

一
般
大
学
か
ら
進
む
幹
部
候
補
生

コ
ー
ス
で
す
（
海
上
・
航
空
自
衛
隊

の
飛
行
要
員
及
び
海
上
自
衛
隊
の
技

術
要
員
が
含
ま
れ
ま
す
）。

　

採
用
と
同
時
に
陸
・
海
・
空
曹
長

に
任
命
さ
れ
、
幹
部
候
補
生
と
し
て

一
定
期
間
の
教
育
を
受
け
た
後
、
３

等
陸
・
海
・
空
尉
に
昇
任
し
幹
部
自

衛
官
と
な
り
ま
す
。

受
付
期
間　
５
月
６
日
㈮
必
着

応
募
資
格

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
20
歳
以
上
26

歳
未
満
の
人
（
22
歳
未
満
の
人
は

大
学
卒
業
及
び
卒
業
見
込
み
の
人
）

・
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
（
見
込

み
含
む
）
は
28
歳
未
満
の
人

※　

年
齢
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日

現
在
で
す
。

第
１
次
試
験

筆
記
試
験　
５
月
14
日
㈯

※　

飛
行
要
員
希
望
者
は
、
５
月
14

日
㈯
・
15
日
㈰
に
な
り
ま
す
。

試
験
会
場　
受
付
時
に
通
知
し
ま
す
。

※　

飛
行
要
員
の
操
縦
適
性
検
査
は
、

松
江
地
方
合
同
庁
舎
で
す
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

浜
田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

「
く
ら
し･

仕
事
」ま
る
ご
と
解
決

浜
田
で
出
張
相
談
会

資
格
・
試
験

西
部
高
等
技
術
校
訓
練
生

国
税
専
門
官

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
及
び

技
術
幹
部
候
補
生
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浜
田
市
と
島
根
大
学
生
物
資
源
科

学
部
は
、
人
材
育
成
や
農
林
水
産
業

の
振
興
、
地
域
資
源
の
活
用
な
ど
の

分
野
で
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
農
業
・
水
産
業
に
関

す
る
島
根
大
学
の
研
究
成
果
を
報
告

す
る
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

日　
３
月
14
日
㈪

受
付　
午
後
１
時
30
分
～

講
座　
午
後
２
時
～
５
時

場　
浜
田
合
同
庁
舎
２
階
大
会
議
室

料　
無
料

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
本
庁
産
業
振
興

課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

申
・
問　
は
ま
だ
産
業
振
興
機
構

（
☎
�
９
５
０
２
・
▢ＦＡＸ
�
４
０
４

０
）

　

山
陰
浜
田
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚

を
使
っ
た
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

魚
を
使
っ
た
各
種
料
理
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

日　
第
４
回　

３
月
17
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
調
理
室

講
師　
長
野
操
子
さ
ん
（
管
理
栄
養

士
）

定　
先
着
16
人

料　
５
０
０
円

申
込
締
切
日　
３
月
10
日
㈭

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
市
水
産
業
振

興
協
会
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
水
産
振
興
課
内　

浜

田
市
水
産
業
振
興
協
会
【
〒
６
９

７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１

番
地
（
☎
�
９
５
２
０
・
▢ＦＡＸ
�
３

７
０
１
）】

　

石
見
神
楽
の
衣
装
の
着
付
け
や
演

目
の
解
説
を
通
し
て
、
神
楽
の
世
界

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
３
月
19
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

内
容　
神
楽
衣
装
着
付
け
・
衣
装
を

着
た
写
真
付
き
カ
レ
ン
ダ
ー
プ
レ

ゼ
ン
ト
（
先
着
50
人
）・
神
楽
上
演

（
演
目
解
説
付
き
）

料　
無
料

問　
石
見
神
楽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
☎
�
５
０
２
６
）

董
茜
の
中
華
料
理
教
室

　

中
国
の
家
庭
料
理
（
じ
ゃ
が
い
も

の
チ
ヂ
ミ
・
茶
卵
・
き
の
こ
ス
ー
プ
・

き
ゅ
う
り
と
春
雨
の
サ
ラ
ダ
）
を
一

緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。

日　
３
月
12
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場　
石
見
公
民
館
調
理
室
・
図
書
室

定　
15
人

料　
５
０
０
円
（
会
員
２
５
０
円
）

小
・
中
学
生　

２
５
０
円

未
就
学
児　

無
料

申
込
締
切
日　
３
月
10
日
㈭

キ
ン
バ
リ
ー
の
ミ
ニ
講
座

～
世
界
の
様
々
な
英
語
～

　

国
際
交
流
員
の
キ
ン
バ
リ
ー
・
モ

ー
ガ
ン
さ
ん
が
、
イ
ギ
リ
ス
英
語
と

ア
メ
リ
カ
英
語
を
中
心
に
、
世
界
の

様
々
な
英
語
の
違
い
を
紹
介
し
ま
す
。

日　
３
月
15
日
㈫

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館

定　
15
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
３
月
14
日
㈪

英
国
語
講
座　w

ith

　

Ｋ
ｉ
ｍ

～
春
～
（
初
級
）

　

国
際
交
流
員
の
キ
ン
バ
リ
ー
・
モ

ー
ガ
ン
さ
ん
と
様
々
な
場
面
で
使
う

会
話
を
一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

昼
の
部

日　
４
月
６
日
㈬
・
20
日
㈬
・
５
月

18
日
㈬
・
６
月
１
日
㈬
・
15
日
㈬
・

29
日
㈬
・
７
月
13
日
㈬
（
全
７
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

夜
の
部

日　
４
月
13
日
㈬
・
５
月
11
日
㈬
・

25
日
㈬
・
６
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬
・

７
月
６
日
㈬
・
15
日
㈮
（
全
７
回
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場　
石
見
公
民
館

定　
15
人

料　
１
、
４
０
０
円

（
会
員
７
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
４
月
４
日
㈪

英
国
語
講
座　w

ith

　

Ｋ
ｉ
ｍ

～spring

～
（
中
級
）

　

キ
ン
バ
リ
ー
さ
ん
と
参
加
者
で
、

英
語
で
楽
し
く
会
話
し
、
英
語
の
力

を
さ
ら
に
伸
ば
し
ま
せ
ん
か
。
授
業

は
、
全
て
英
語
で
進
め
ま
す
。

対
象　
英
語
で
の
会
話
が
で
き
る
人

昼
の
部

日　
４
月
13
日
㈬
・
５
月
11
日
㈬
・

25
日
㈬
・
６
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬
・

７
月
６
日
㈬
・
15
日
㈮
（
全
７
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

夜
の
部

日　
４
月
６
日
㈬
・
20
日
㈬
・
５
月

18
日
㈬
・
６
月
１
日
㈬
・
15
日
㈬
・

29
日
㈬
・
７
月
13
日
㈬
（
全
７
回
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場　
石
見
公
民
館

定　
10
人

料　
１
、
４
０
０
円

（
会
員
７
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
４
月
４
日
㈪

韓
国
語
講
座
～
初
級
～

　

こ
れ
か
ら
韓
国
語
を
始
め
た
い
人
、

韓
国
語
の
文
字
・
発
音
・
簡
単
な
会

話
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

日　
４
月
12
日
㈫
・
19
日
㈫
・
26
日

㈫
・
５
月
10
日
㈫
・
17
日
㈫
・
24

日
㈫
・
31
日
㈫
・
６
月
７
日
㈫
・

14
日
㈫
・
21
日
㈫
（
全
10
回
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館

定　
15
人

料　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

※　

前
回
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
を
持

っ
て
い
な
い
人
は
、
テ
キ
ス
ト
代

１
、２
９
６
円
が
別
途
必
要
で
す
。

申
込
締
切
日　
４
月
８
日
㈮

韓
国
語
講
座
～
中
級
～

　

韓
国
語
が
あ
る
程
度
話
せ
て
、
文

字
が
書
け
る
人
、
韓
国
の
文
化
を
知

り
、
会
話
し
て
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

※　

参
加
者
が
５
人
に
満
た
な
い
場

合
は
休
講
し
ま
す
。

教
室
・
講
座

浜
田
市
・
島
根
大
学
連
携
企
画

人
材
育
成
講
座

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

子
ど
も
神
楽
体
験
教
室

浜
田
国
際
交
流
協
会

国
際
交
流
教
室
・
語
学
講
座
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日　
４
月
12
日
㈫
・
19
日
㈫
・
26
日

㈫
・
５
月
10
日
㈫
・
17
日
㈫
・
24

日
㈫
・
31
日
㈫
・
６
月
７
日
㈫
・

14
日
㈫
・
21
日
㈫
（
全
10
回
）

午
後
４
時
～
５
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館

定　
15
人

料　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
４
月
８
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

　

韓
国
ド
ラ
マ
・
Ｋ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｐ
・
韓

国
旅
行
な
ど
韓
流
好
き
な
人
、
楽
し

み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
ハ
ン
グ
ル

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日　
毎
週
水
曜
日

午
後
７
時
～
９
時

場　
周
布
公
民
館

講
師　
山
中
英
嬉
さ
ん

料　
月
額
１
、
５
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
周
布
公
民
館

（
☎
�
０
０
５
８
）

Em
ail:hhm

xs720@
yahoo.co.jp

開
設
期
間

４
月
５
日
㈫
～
５
月
６
日
㈮

受
付
開
始
日　
３
月
12
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～

定　
左
表
の
と
お
り
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
県
立
体
育
館
に
あ

り
ま
す
。

※　

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

に
よ
る
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問　
県
立
体
育
館
（
月
曜
日
休

館
）（
☎
�
１
２
０
１
）

教室名 曜日 時間 回数 対象 定員 参加料 開講日
（４月）

ジ
ュ
ニ
ア

キッズ広場 火 15:20～16:20 ３ 幼児年中（H23.4月
～H24.3月生) 15 450円

５日
体操競技　　 火・水 16:30～18:30 ６ 小学生

（実技認定者） 24 900円

キッズ体操　
水

15:20～16:20
３

幼児年長（H22.4月
～H23.3月生) 25

450円

６日
ジュニアバドミントン 17:00～18:30 小学校４～６年生 30
ふれあい広場

木
16:00～17:00

３
小学校１～３年生 60

７日体操
17:00～18:30

小学生 45
ジュニア卓球 小学校４～６年生 30
ジュニアテニス 金 17:00～18:30 ３ 小学校４～６年生 20 ８日

一
般

のびやか３Ｂ体操

火

10:00～11:30

３

一般

30

780円
５日

だれでもソフトテニス 10:00～12:00
ステップ体操【新規】 13:00～14:30 20
卓球・
ラージボール卓球（火） 13:30～15:30 50

軽スポーツ 14:00～15:30 50歳以上 30

ソフトテニス（夜） 19:00～20:50 中学生以上 60 中高450円
一般780円

フォークダンス（昼）【新規】

水

13:00～15:00

３
一般

40
780円

６日フォークダンス（夜）
19:00～20:50

テニス（水） 中学生以上 中高450円 
一般780円

ヨガ（木）

木

10:00～11:30

３

一般 20
780円

７日

ソフトテニスクラブ 10:00～12:00
女性軽スポーツ 13:30～15:00 一般女性 40

介護予防体操 19:00～20:30 高校生以上 20 高校450円 
一般780円

バドミントン

19:00～20:50

中学生以上 50 中高450円 
一般780円

トランポリン※１ 小学生以上 24
小中高450円 

一般780円 
親子930円

テニス（金）

金

10:00～12:00

３

一般 20 780円

８日

はじめてのバドミントン【新規】 13:30～15:30
フィットウォーク 14:00～15:30
ヨガ（金） 19:00～20:30
卓球・
ラージボール卓球（金）

19:00～20:50

中学生以上 50 中高450円 
一般780円

レクリエーションバレー
クラブ 一般

40
780円ソフトバレーボール

クラブ【新規】 20

※１　小学生の参加には保護者の付き添いが必要です。　

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

韓
国
語
サ
ー
ク
ル

県
立
体
育
館

短
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　　

　



広報はまだ：平成28年３月号　　　28

　

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
、
短
期
の
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

受
付
開
始
日　
３
月
12
日
㈯

午
前
９
時
～

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
物
・
タ
オ
ル
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
武
道
館

（
☎
�
７
１
７
０
）

教室名 実施日（４月）曜日 時間 対象 定員 参加料
【単独教室】
ママ＆ベビーキッズ３Ｂ ７日・14日 木 10:00～11:30 幼児と保護者 30組 600円
【体験教室】　参加料600円で①～⑤の教室を何回でも受講できます。
①ウォーク＆ジム 12日・19日 火 13:30～15:00

一般
（大学生以上）

20人

600円

②ＹＤ（やればできる）教室
（レクリエーションスポーツ） 13日・20日 水 10:00～11:30

③フレッシュアップ３Ｂ ８日・15日 金 　9:30～11:00
30人④気功・太極拳（昼） ８日・15日 金 13:30～15:00

⑤気功・太極拳（夜） ９日・16日 土 18:30～20:00

ピ
ン
シ
ャ
ン
！
ら
く
ら
く
筋
ト
レ
教
室

　

運
動
機
能
を
高
め
、
活
動
的
で
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
に

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
力
な
ど
の

運
動
機
能
が
低
下
傾
向
に
あ
る
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳

以
上
の
浜
田
市
民
で
、
３
か
月
間

継
続
し
て
参
加
で
き
る
人

※　

医
師
か
ら
運
動
制
限
を
指
示
さ

れ
て
い
る
人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

※　

運
動
機
能
に
つ
い
て
は
、
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
を
参
考
に

し
ま
す
。

※　

過
去
に
、
こ
の
教
室
に
参
加
し

て
い
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

日　
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
毎
週
木

曜
日

午
前
９
時
15
分
～
10
時
45
分

場　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

内
容　
体
力
測
定
・
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
・
機
器
を
使
用
し
た
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ほ
か

定　
10
人
程
度

料　
１
、
０
０
０
円
程
度
（
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
保
険
料
）

申
込
締
切
日　
３
月
18
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

問
診
な
ど
で
身
体
状
況
を
確
認

し
ま
す
。
身
体
状
況
・
教
室
の
定

員
な
ど
に
よ
り
、
お
断
り
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
健
康
長
寿
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
１
２
１
）

　

浜
田
市
野
球
連
盟
で
は
、
軟
式
野

球
の
審
判
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
者
に
は
必
要
な
講
習
を
受
講
し

て
も
ら
い
、
野
球
審
判
員
と
し
て
試

合
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象　
60
歳
未
満
で
野
球
経
験
は
問

い
ま
せ
ん
。年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、

体
力
に
自
信
の
あ
る
人
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日　
３
月
６
日
㈰　

午
前
９
時
～

場　
浜
田
市
野
球
場

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
市
野
球
連
盟　

落
合

さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
５
２
６
２
‐

２
７
６
６
）

　

浜
田
公
民
館
の
主
催
事
業
や
、
サ

ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
が
１
年
間
学
習
し

た
作
品
展
示
会
で
す
。
習
字
・
絵
手

紙
・
木
目
込
み
人
形
・
水
墨
・
俳
句
・

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
お
茶
席
な
ど
、
皆

さ
ん
の
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※　

３
月
５
日
㈯
は
、
午
前
10
時
か

ら
屋
外
市
場
で
新
鮮
野
菜
や
お
餅
・

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
・
手
芸
品
な
ど

の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

日　
３
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
６
日
㈰

は
午
後
３
時
ま
で
）

場　
浜
田
公
民
館

問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

み
ん
な
で
、
ゲ
ー
ム
・
計
測
・
工

作
・
ロ
ー
プ
結
び
な
ど
、
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
の
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
３
月
６
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

料　
無
料

問　
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
石
見
地

区
協
議
会　

長
松
忠
夫
さ
ん

（
☎
�
１
０
５
７
）

　

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
に
向
け
、

合
理
的
配
慮
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

か
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
求
め
ら
れ

て
い
る
か
、
広
く
一
般
に
法
の
理
解

を
求
め
、
障
が
い
者
が
暮
ら
し
や
す

い
地
域
を
目
指
す
た
め
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

日　
３
月
６
日
㈰

午
後
１
時
15
分
～
４
時
15
分

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題　
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行

に
向
け
て
～
わ
た
し
た
ち
に
求
め

ら
れ
る
も
の
～

講
師　
大
塚
晃
さ
ん
（
上
智
大
学
総

合
人
間
科
学
部
社
会
福
祉
学
科
教

授
）

料　
無
料

問　
浜
田
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
事

務
局
・
相
談
支
援
事
業
所
島
根
整

肢
学
園
（
☎
０
８
５
５
�
５
７
７

９
・
▢ＦＡＸ
０
８
５
５
�
０
３
４
４
）

　

ち
ょ
っ
と
早
い
春
を
見
つ
け
な
が

ら
、
気
持
ち
よ
く
歩
き
ま
せ
ん
か
。

石
見
武
道
館

短
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

高
齢
者
運
動
機
能
向
上
教
室

野
球
審
判
講
習
会

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会

浜
田
公
民
館

作
品
展
示
会
・
屋
外
市
場

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
体
験
会

権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー

「
障
害
者
差
別
解
消
法
の

施
行
に
向
け
て
」

マ
リ
ン
大
橋
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
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野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
と
一
緒

に
、
野
球
場
で
楽
し
く
野
球
を
体
験

し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
校
新
１
年
生
～
新
６
年

生
男
女

日　
４
月
10
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※　

随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
時

間
内
に
自
由
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

場　
浜
田
市
野
球
場

講
師　
浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟

式
野
球
指
導
者

料　
無
料

※　

事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
直
接
野
球
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※　

４
年
生
以
上
は
、
子
ど
も
の
み

の
参
加
が
可
能
で
す
（
３
年
生
以

下
は
、
保
護
者
同
伴
）。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
運
動

靴
・
飲
料
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

バ
ッ
ト
・
グ
ロ
ー
ブ
は
貸
出
し
し

ま
す
。

※　

傷
害
保
険
の
加
入
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問　
国
府
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
監

督　

森
下
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９

７
３
４
‐
９
７
８
２
）

対
象　
健
康
な
人
な
ら
ど
な
た
で
も

※　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

日　
３
月
13
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

ス
タ
ー
ト　
午
前
10
時

集
合
場
所　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー

前
の
漁
港
駐
車
場

コ
ー
ス　
５
㎞

料　
無
料

※　

保
険
料
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会
が
負
担
し
ま
す
。

※　

飲
物
・
タ
オ
ル
な
ど
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会　

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９

５
０
７
‐
１
７
５
５
）

　

石
見
焼
や
石
州
和
紙
な
ど
、
地
場

産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
展
示
即
売
や
、

石
央
地
域
（
浜
田
市
・
江
津
市
）
の

え
え
も
ん
う
ま
い
も
ん
市
、
陶
器
の

２
割
引
セ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日　
３
月
13
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
江

津
市
）

問　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
５
�
０
６
０
０
）

　

浜
田
郷
土
資
料
館
友
の
会
で
は
、

浜
田
市
周
辺
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
素
晴
ら
し
い
歴
史
遺
産
や
価
値

の
あ
る
史
料
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
活
用
事
例
と

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日　
３
月
19
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

場　
石
見
公
民
館

演
題　
活い

か
し
て
伝
え
た
い
浜
田
の

歴
史
遺
産

講
師　
下
村
明
雄
さ
ん
（
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行
の
会
主
宰
）

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

　

ス
キ
ー
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
似
た
ポ

ー
ル
を
つ
い
て
歩
く
こ
と
で
足
の
負

担
を
軽
く
し
、
無
理
な
く
腕
や
肩
な

ど
の
筋
肉
も
動
か
す
こ
と
が
で
き
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

日　
３
月
20
日
㈰
・
４
月
17
日
㈰

（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ

ン
タ
ー

講
師　
浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク

ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ

定　
各
回
40
人
程
度

料　
無
料
（
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
料

５
０
０
円
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　

吃
音
は
、
話
す
と
き
に
つ
ま
っ
た

り
、
繰
り
返
し
た
り
し
て
思
う
よ
う

に
話
せ
な
い
と
い
っ
た
障
が
い
で
す
。

子
ど
も
の
話
し
方
が
気
に
な
る
人
、

自
分
に
吃
音
が
あ
り
悩
ん
で
い
る
人

に
、
最
新
の
情
報
や
適
切
な
対
処
法

を
お
伝
え
し
ま
す
。

対
象　
子
ど
も
の
吃
音
で
悩
ん
で
い

る
保
護
者
、
中
学
生
・
高
校
生
、

支
援
者

日　
３
月
21
日

（振）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

受
付　
午
後
１
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　
宮
本
昌
子
さ
ん
（
筑
波
大
学

人
間
系
准
教
授
・
言
語
聴
覚
士
）

定　
50
人

料　
無
料

問　
島
根
浜
鷺
吟
詠
会　

柳
内
さ
ん

（
☎
�
１
０
８
３
）

　

平
成
27
年
度
第
２
回
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

前
回
に
引
き
続
き
、
全
国
の
事
例

紹
介
と
市
内
の
地
区
ま
ち
づ
く
り
推

進
委
員
会
の
取
組
発
表（
自
慢
大
会
）

が
あ
り
ま
す
。
当
日
は
、
各
委
員
会

の
皆
さ
ん
と
の
質
疑
応
答
や
情
報
交

換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日　
３
月
26
日
㈯　

午
前
10
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
本
庁
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域

づ
く
り
推
進
係

（
☎
�
９
２
０
１
）

　

三
隅
発
電
所
の
建
設
に
伴
い
、
平

成
４
年
に
経
路
が
付
け
替
え
ら
れ
た

山
陰
本
線
三
保
三
隅
駅
と
岡
見
駅
間

の
廃
線
区
間
を
歩
き
、
周
辺
の
歴
史

を
訪
ね
ま
す
。

日　
３
月
27
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
道
の
駅
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク

三
隅
（
現
地
集
合
可
）

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

野
球
を
や
ろ
う
！

野
球
体
験
会

第
31
回
地
場
産
業
祭

文
化
講
演
会

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

吃き
つ

音お
ん

の
理
解
と

支
援
に
つ
い
て
の
講
演
会

浜
田
市
合
併
10
周
年
記
念

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
１
６
５
回

　
　
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行
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春
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

フ
ィ
ギ
ア
ス
ケ
ー
ト
エ
キ
シ
ビ

ジ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
フ
ィ
ギ
ア

ス
ケ
ー
ト
教
室
に
よ
る
華
麗
な
演
技

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　
３
月
26
日
㈯

午
後
１
時
～
１
時
30
分

料　
無
料

※　

当
日
正
午
か
ら
午
後
１
時
の
間

に
来
館
し
た
５
歳
か
ら
小
学
生
に

無
料
滑
走
券
を
進
呈
し
ま
す
。
滑

走
券
の
利
用
は
、
当
日
午
後
２
時

か
ら
８
時
ま
で
に
限
り
ま
す
（
貸

靴
料
は
別
途
４
１
０
円
必
要
）。

３
月
の
休
館
日

毎
週
水
曜
日

※　

30
日
㈬
は
開
館
し
ま
す
。

問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
�
１
３
０
０
）

平
成
28
年
度
前
期
（
４
月
～
９
月
）

受
講
生
募
集

　

温
水
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
・
ス
タ
ジ
オ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
・
子

ど
も
向
け
教
室
な
ど
、
心
身
の
健
康

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
講
座
を
多

数
用
意
し
て
い
ま
す
。

申
込
開
始
日

３
月
１
日
㈫　

午
前
９
時
～

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
受
講
料
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜

田
に
あ
り
ま
す
。

体
験
会

申
込
方
法　
左
表
で
講
座
を
確
認
の

上
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
用
意
す
る
も
の
な
ど
は
、
申

込
時
に
案
内
し
ま
す
。

申
・
問　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

講座名 日時（３月） 申込締切日 参加費 定員

１ 手作りニット

①
１日㈫

13:30～15:30

各開催日の
前日　　　

500円 ３人
② 18:00～20:00 500円 ３人
③

15日㈫
13:30～15:30 500円 ３人

④ 18:00～20:00 500円 ３人

２ はじめての
ハワイアンフラ

① ２日㈬ 15:45～16:45 500円 25人
② 16日㈬ 15:45～16:45 500円 25人

３ プリザーブド
フラワー

① 13日㈰ 10:00～11:30
７日㈪

1，000円 ６人
② 14日㈪ 18:30～20:00 1，000円 ６人

４ ゆる体操 15日㈫ 15:00～16:00 各開催日の
前日　　　

無料 20人
５ 太極舞 18日㈮ 12:50～13:50 無料 30人

６ 手作りおやつを
楽しもう！ 25日㈮ 10:00～12:00 22日㈫ 500円 10人

（最少５人）

７ ジムマシン・デモン
ストレーション※１ 26日㈯ 10:00～11:00

各開催日の
前日　　　

400円 10人

８ 水中歩行※１ 26日㈯ 11:30～12:00 500円 10人
９ ＵＶレジン 27日㈰ 13:00～15:00 1，000円 ５人

10 ３Ｂベビー＆ママ
（対象：生後１か月以上）28日㈪ 12:00～13:00 500円 10組

11 ストレッチポール
ベーシックセブン

①
31日㈭

11:00～12:00 300円 16人
② 20:00～21:00 300円 16人

※１　パスポート会員は無料、受講生は100円割引となります。

ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

　

冬
限
定
の
オ
ウ
サ
マ
ペ
ン
ギ
ン
の

お
散
歩
タ
イ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

日　
３
月
31
日
㈭
ま
で
の
土
・
日
・

祝
日

午
後
０
時
30
分
～
（
約
15
分
）

※　

春
休
み
期
間
は
、
毎
日
開
催
し

ま
す
。

※　

ペ
ン
ギ
ン
の
体
調
や
天
候
に
よ

り
、
予
告
な
く
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ア
ク
ア
ス
春
祭
り
２
０
１
６

　

ア
ク
ア
ス
に
春
が
や
っ
て
き
た
！

石
見
の
お
い
し
い
味
が
大
集
合
！
石

見
神
楽
を
は
じ
め
、
様
々
な
ス
テ
ー

ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
３
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
前
中
央
広
場

※　

天
候
に
よ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

変
更
や
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

お
魚
さ
ん
に
あ
い
に
行
こ
う

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日　
３
月
14
日
㈪

午
前
10
時
～
10
時
45
分

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
先
着
30
人

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
方
法　
当
日
、
１
階
総
合
案
内

所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

有

料

広

告

施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田
か
ら

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）
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ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

日
曜
講
座
「
ス
ー
パ
ー
よ
く
飛
ぶ
竹

と
ん
ぼ
づ
く
り
」

　

と
っ
て
も
よ
く
飛
ぶ
竹
と
ん
ぼ
を

作
っ
て
飛
ば
し
て
み
よ
う
。

日　
３
月
13
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　
先
着
30
人

料　
２
０
０
円

講
師　
風
の
国
の
皆
さ
ん

申
込
方
法　
電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

特
別
展
「
幼
き
衣
へ
」

　

子
ど
も
の
魔
除
け
「
背せ

守ま
も

り
」
の

あ
る
子
ど
も
の
着
物
と
、「
背
守
り
」

や
「
百ひ

ゃ
く
と
く徳

」
と
呼
ば
れ
る
着
物
を
撮

り
下
ろ
し
た
石
内
都
の
写
真
作
品
を

あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。
３
月
５
日

㈯
に
は
、
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

石
内
都
が
出
品
作
品
に
つ
い
て
語
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
も
開
催
し
ま

す
。

日　
３
月
５
日
㈯
～
５
月
８
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

（
入
場
は
午
後
６
時
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
火
曜
日
（
５
月
３
日

㈷
は
開
館
）

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｃ

料　
一
般　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

大
学
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

高
校
生
以
下　

無
料

※　
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

料
金
で
す
。

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料
で
す
。

企
画
展「
こ
ど
も
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」

関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム

そ
の
①

子
ど
も
服
飾
デ
ザ
イ
ン
研
究
室vol.2

「
子
ど
も
服
を
作
ろ
う
」
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

　

一
般
公
募
で
集
ま
っ
た
小
中
学
生

が
、
自
分
た
ち
で
デ
ザ
イ
ン
し
、
布

を
縫
っ
て
服
を
作
り
、
そ
れ
を
着
て

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
し
ま
す
。

日　
３
月
21
日

（振）　

午
後
２
時
～

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

料　
無
料

そ
の
②

映
画
「
１
０
０
年
ご
は
ん
」
上
映
会

×
大
林
千ち

茱ぐ

萸み

監
督
ト
ー
ク
×
マ
ル

シ
ェ

　

大
分
県
臼
杵
市
の
「
１
０
０
年
単

位
の
仕
事
」
に
携
わ
る
人
々
の
取
組

を
記
録
し
た
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

監
督
を
交
え
た
ト
ー
ク
で
は
、
１
０

０
年
後
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
へ
残

し
た
い
食
と
衣
、
環
境
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。
高
津
川
・
益
田
川
流
域
の

「
つ
な
い
で
い
き
た
い
、お
い
し
い
、

楽
し
い
、
う
れ
し
い
」
を
集
め
た
マ

ル
シ
ェ
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

日　
３
月
26
日
㈯

映
画
（
２
回
上
映
）

午
前
10
時
～
・
午
後
２
時
30
分
～

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

午
前
11
時
10
分
～
午
後
０
時
10
分

マ
ル
シ
ェ　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル
ほ
か

料　
映
画　

前
売
券
・
当
日
券
と
も

中
学
生
以
上
５
０
０
円

※　

前
売
券
は
、
保
育
所
給
食
の
試

食
（
お
に
ぎ
り
・
味
噌
汁
）
付
き

で
す
。

※　

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

ま
す
。
３
月
23
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

グ
ラ
ン
ト
ワ
弦
楽
合
奏
団

第
５
回
定
期
演
奏
会
in
浜
田

　

今
回
は
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
す
。
豊
か
な
弦
楽
の
響
き
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
３
月
13
日
㈰

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

出
演　
指
揮
・
加
藤
幹
雄
さ
ん
（
島

根
県
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
絡
協
議
会

会
長
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
弦
楽
合
奏
団
／
東
京

ア
ー
テ
ィ
ス
ツ
合
奏
団
（
ゲ
ス
ト

出
演
）

料　
無
料
（
全
席
自
由
）

※　

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

整
理
券
配
布
窓
口

・
石
央
文
化
ホ
ー
ル
（
☎
�
２
１
０

０
）

・
グ
ラ
ン
ト
ワ
総
合
案
内
カ
ウ
ン
タ

ー
（
☎
０
８
５
６
�
１
８
７
１
）

※　

３
歳
以
下
の
子
ど
も
は
入
場
で

き
ま
せ
ん
。

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19，868 19，680 21，881 41，561
金 城 1，918 2，151 2，309 4，460

旭 1，398 1，430 1，516 2，946
弥 栄 689 653 727 1，380
三 隅 2，923 2，989 3，348 6，337
合 計 26，796 26，903 29，781 56，684

人　口（１月末現在）

（単位：人）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）
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現
在
、
石
正
美
術
館
で
は
、
昨
年

９
月
に
逝
去
さ
れ
た
浜
田
市
三
隅
町

出
身
の
日
本
画
家
・
石
本
正
先
生
を

追
悼
す
る
特
別
展
「
ふ
る
さ
と
」
を

開
催
中
で
す
。

　

生
前
、自
ら
「
心
を
埋
め
る
場
所
」

と
語
っ
た
ふ
る
さ
と
の
美
術
館
で
、

豊
か
な
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
類
稀

な
美
的
感
性
の
源
流
を
、
画
家
の
言

葉
を
紐
解
き
な
が
ら
代
表
作
と
と
も

に
紹
介
し
ま
す
。

　

石
正
美
術
館
は
、
こ
の
春
開
館
15

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
す

る
第
一
弾
の
企
画
展
「
美
の
信
仰
者

石
本
正
」
が
３
月
19
日
㈯
か
ら
始
ま

り
ま
す
。石
本
正
が
求
め
続
け
た「
美
」

の
世
界
を
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
紹
介

す
る
展
覧
会
で
す
。
中
庭
の
し
だ
れ

桜
も
あ
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ

さ
い
。

【
本
館
】

石
本
正
追
悼
特
別
展

「
ふ
る
さ
と
‐
心
う
め
る
場
所
‐
」

３
月
13
日
㈰
ま
で

企
画
展「
美
の
信
仰
者　

石
本
正
」

３
月
19
日
㈯
～
６
月
24
日
㈮

【
新
館
】

第
１
回
石
本
正
日
本
画
大
賞
展

（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
含
む
）

３
月
13
日
㈰
ま
で

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金
（
本
館
新
館
共
通
）

一
般　
　

７
０
０
円（
６
０
０
円
）

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

（
本
館
観
覧
の
み
）

　

一
般　
　

５
０
０
円（
４
０
０
円
）

（
新
館
観
覧
の
み
）

　

一
般　
　

４
０
０
円（
３
２
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金
で
す
。

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

開
館
、
翌
日
休
館
）

≪イベント情報≫
花ボランティア
「あじさいを植えましょう」

３月５日㈯
午前９時～11時30分
ミニプラネタリウムをつくろう

３月５日㈯
午後１時30分～３時
料金　300円
定員　20人（要予約）
サックスコンサート
「それぞれの旅立ちvol.2」

３月20日㈰
午後２時30分～４時
しだれ桜コンサート

３月26日㈯
午後２時～３時

　古木の生命力、長い年月を経て自然が作り出した形態に魅力を感じ
ながら、自分なりの桜を描きます。記憶の中に残る桜の情景を、空気
感、感情の動きまでも思い出しながら描いてみましょう。
日時　３月10日㈭　午後１時～３時
講師　島根臨床美術の会
定員　20人（要予約）　　料金　2，000円

　三隅町にある国の天然記念物「三隅大平桜」を描くスケッチ会を開
催します。推定樹齢660年といわれる巨樹の生命力を、最前線で活躍
する画家と共に絵に描いてみませんか。
日時　３月29日㈫　午前９時～午後５時
講師　西久松吉雄（日本画家・成安造形大学教授 ）
定員　30人（要予約）　　料金　4，000円
※　雨天の場合は、内容を変更して行います。

※　詳しくは、お問い合わせください。
問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）

石本正「浄心」1988年

有

料

広

告

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

◎おとなのアートサロン
　　　臨床美術「満開の桜の大木（屏風仕立て）」

◎最前線作家による創作教室「三隅大平桜スケッチ」
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石
見
地
方
を
代
表
す
る
伝
統
芸
能

「
石
見
神
楽
」。
浜
田
の
人
々
は
昔

か
ら
神
楽
に
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
歴
史
・
文
化
に
育
ま
れ

た
石
見
神
楽
社
中
が
約
50
社
中
あ
り
、

日
々
継
承
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
現
在

石
見
神
楽
を
中
心
に
浜
田
の
伝
統
文

化
を
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
回
で
10
回
目
と
な
る
こ

の
展
覧
会
は
、
伝
統
芸
能
の
石
見
神

楽
を
中
心
に
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
に
再
登
録
さ
れ
た
石
州
半
紙
や
、

長
浜
人
形
、
石
州
瓦
な
ど
石
見
神
楽

を
育
む
文
化
も
一
緒
に
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
浜
田
市
内
の
５
つ
の
神
楽
社

中
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
神
楽
面
や

衣
裳
・
小
道
具
な
ど
も
展
示
し
、
各

社
中
が
も
つ
魅
力
や
特
徴
も
あ
わ
せ

て
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
人

気
の
神
楽
体
験
が
で
き
る
舞
台
も
あ

り
ま
す
。

　

会
期
中
の
週
末
と
最
終
日
に
は
、

神
楽
公
演
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
い

ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
３
月
21
日

（振）
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

小
・
中
学
生　
　

１
０
０
円

　

今
年
50
周
年
を
迎
え
る
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
シ
リ
ー
ズ
を
記
念
し
て
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

見
る
だ
け
で
な
く
、
写
真
を
撮
っ

た
り
、
ス
ケ
ッ
チ
し
た
り
と
参
加
体

験
型
の
展
覧
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会
期　
３
月
25
日
㈮
～
５
月
29
日
㈰

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ミ
ニ
天
蓋
づ
く
り
》

◎
３
月
５
日
㈯

講
師　
竹
内
惟
臣
さ
ん

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
マ
ク
ラ
メ
編
み
体
験
》

◎
３
月
６
日
㈰

講
師　
川
平
正
男
さ
ん
・
律
江
さ
ん

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
神
楽
の
小
道
具
づ
く
り
》

◎
３
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

講
師　
市
内
神
楽
社
中
の
皆
さ
ん

参
加
費　
鬼
棒　

１
０
０
円

　
　
　
　

御
幣　

２
０
０
円

《
つ
け
染
め
和
紙
体
験
》

◎
３
月
19
日
㈯

講
師　
久
保
田
彰
さ
ん

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
和
紙
染
め
つ
け
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
》

◎
３
月
20
日
㈰

講
師　
西
田
誠
吉
さ
ん

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
和
紙
の
神
楽
衣
装
づ
く
り
》

◎
３
月
21
日

（振）

講
師　
西
田
裕
さ
ん

定
員　
先
着
20
人

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

《
瓦
の
土
で
あ
そ
ぼ
う
》

◎
３
月
21
日

（振）

講
師　
石
州
瓦
工
業
組
合
の
皆
さ
ん

定
員　
先
着
20
人

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
モ
ン
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
》

◎
３
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

■
一
般
講
座

《
手
作
り
ブ
ロ
ー
チ
教
室
》

　

Ｕ
Ｖ
レ
ジ
ン
を
使
っ
て
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
ブ
ロ
ー
チ
を
作
り
ま
す
。

◎
３
月
13
日
㈰
・
27
日
㈰

講
師　
佐
々
木
菜
央
さ
ん

参
加
費　
１
個
６
０
０
円

※　

時
間
は
創
作
活
動
・
一
般
講
座

と
も
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。

参
加
受
付
は
、
当
日
午
後
３
時
30

分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

■
石
見
神
楽
定
期
公
演
（
３
月
）

◎
６
日
㈰　

青
原
神
楽
社
中

13
日
㈰　

丸
原
神
楽
社
中

20
日
㈰　

今
市
神
楽
社
中

時
間　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　
無
料

■
石
見
神
楽
春
祭
り

◎
３
月
21
日

（振）

時
間　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　
無
料

３
月
の
休
館
日

月
曜
日　
７
日
・
14
日
・
28
日

展
示
替　
22
日
㈫
～
24
日
㈭

展示室の様子

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.231

有

料

広

告

石
見
神
楽
と
浜
田
の
伝
統
展

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
中

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
キ
ッ
ズ

　
　
ワ
ー
ル
ド
２
０
１
６

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

３
月
の
イ
ベ
ン
ト
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☆
第
５
回　

一
夜
一
冊

　
　
　
　

は
ま
だ
読
書
夜
会

　

参
加
者
が
お
気
に
入
り
の
一
冊
を

持
ち
寄
っ
て
紹
介
し
合
い
ま
す
。

日
時　
３
月
10
日
㈭

午
後
７
時
～
９
時

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

※　

事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

は
ま
だ
図
書
館
友
の
会

大
驛
さ
ん
（
☎
�
４
７
６
１
）

☆
映
画
会

子
ど
も
映
画
会

日
時　
３
月
20
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

タ
イ
ト
ル　
ム
ー
ミ
ン
魔
法
の
巻

（
２
０
１
３
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
作
品
）

図
書
館
シ
ネ
マ

日
時　
３
月
27
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
10
分

タ
イ
ト
ル　
キ
ー
ト
ン
の
エ
キ
ス
ト

ラ（
１
９
３
０
年
ア
メ
リ
カ
作
品
）

☆
電
子
紙
芝
居

日
時　
３
月
12
日
㈯
・
27
日
㈰

午
後
２
時
～
３
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

中
央
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　
毎
週
土
曜
日

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

お
は
な
し
タ
ン
ポ
ポ
お
は
な
し
会

　

お
話
を
覚
え
て
語
る
ス
ト
ー
リ
ー

テ
リ
ン
グ
。
ひ
と
味
違
う
世
界
を
ご

体
験
く
だ
さ
い
。

対
象　
５
歳
か
ら
大
人
ま
で

日
時　
３
月
６
日
㈰

午
後
３
時
～
３
時
30
分

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
第
２

定
員　
先
着
20
人
程
度

金
城
図
書
館

み
ど
か
ん
倶
楽
部
お
は
な
し
会

日
時　
３
月
19
日
㈯

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

内
容　
大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の

読
み
聞
か
せ

楽
し
い
お
り
が
み
教
室

　
「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お
り

が
み
で
遊
び
ま
す
。

旭
図
書
館

ブ
ッ
く
ん
タ
イ
ム

日
時　
３
月
２
日
㈬

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

内
容　
絵
本
の
読
み
語
り
な
ど

三
隅
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　
３
月
12
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
部
屋

内
容　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

よ
る
絵
本
な
ど
の
読
み
語
り

ペ
タ
ペ
タ
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

　
「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お
は

な
し
の
部
屋
に
あ
る
パ
ネ
ル
の
飾
り

付
け
を
行
い
ま
す
。

３
月
の
テ
ー
マ

み
ん
な
の
花
が
咲
い
た
よ

中
央
図
書
館

開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日　
14
日
㈪
・
28
日
㈪

金
城
・
旭
・
弥
栄
図
書
館

開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

三
隅
図
書
館

開
館
時
間

火
曜
日
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
７
時

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　図書館では、司書がリレー形式でおすす
めの１冊を紹介していきます。
金城図書館　司書のおすすめ
「１００の基本」
松浦弥太郎著　マガジンハウス刊
（分類１５９マツ）

　著者は「暮らしの手帖」前編集長。自分
を知るために、自分らしく生きていくため
に身に付けておきたい基本の心掛けの100
項目です。「全ては自分の責任と思うこと」
「小さい約束ほど大切にする」「お客様に
は一言添えた言葉を」など普遍的な内容で
共感できます。
　全てを実践するのが難しくても、日々の
仕事や暮らしの中でこれらの言葉を思い出
し、自分を成長させてくれます。何度も手
に取り、読み返したくなる１冊です。

　

み
ど
り
か
い
か
ん
改
修
に
伴
う
移

転
の
た
め
、
金
城
図
書
館
は
次
の
と

お
り
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

休
館
中
の
資
料
の
返
却
は
、
現
在

の
金
城
図
書
館
玄
関
前
の
返
却
ポ
ス

ト
を
利
用
す
る
か
、
ほ
か
の
図
書
館

又
は
ラ
ブ
ッ
ク
号
に
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
窓
口
へ
返
却
を
お
願

い
し
て
い
る
資
料
は
、
開
館
後
に
直

接
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

休
館
期
間　
３
月
14
日
㈪
ま
で

移
転
先　

金
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

休
館
中
の
問
い
合
わ
せ
先　

中
央
図
書
館
（
☎
�
０
４
８
０
）

移
転
後
開
館
日　
３
月
15
日
㈫

移
転
後
の
連
絡
先

☎
�
１
８
２
３
（
変
更
な
し
）

▢ＦＡＸ
�
１
６
８
５
（
変
更
あ
り
）

中央図書館　☎�０４８０
金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８
三隅図書館　☎�０３３８

図書館情報中
央
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

金
城
図
書
館
移
転
に
伴
う

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！
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島
根
県
立
大
学
で
開
講
す
る
科
目

の
う
ち
、
政
治
学
・
経
済
学
・
法
律

学
な
ど
多
く
の
科
目
を
社
会
人
の
皆

さ
ん
に
も
広
く
開
放
し
ま
す
。
パ
ー

ト
タ
イ
ム
で
学
習
で
き
ま
す
。
あ
な

た
も
大
学
生
と
共
に
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
開
講
科
目
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
３
月
４
日
㈮
～
11
日
㈮

受
講
期
間　
４
月
～
９
月

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

　

12
月
16
日
㈬
に
「
国
際
文
化
交
流

の
夕
べ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
本

学
の
学
生
や
留
学
生
・
教
職
員
と
の

相
互
理
解
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
開
学
以
来
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

第
一
部
（
講
堂
）
は
、
吹
奏
楽
部

に
よ
る
「
星
の
船
」「
レ
ッ
ト
・
イ
ッ

ト
・
ゴ
ー
」
の
演
奏
で
幕
を
開
け
、

職
員
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
学
生
サ

ー
ク
ル
・
橙
蘭
に
よ
る
よ
さ
こ
い
の

披
露
、
ダ
ン
ス
（
Ｓ
Ｋ
Ｄ
）
部
に
よ

る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
ガ
ー
ル
ス
な
ど

こ
ん
に
ち
は
、
朴
ダ
ヘ
で
す

　

昨
年
３
月
に
浜
田
に
来
て
、
１
年

間
、
交
換
留
学
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

こ
の
原
稿
を
書
き
な
が
ら
、
も
う
あ

と
１
か
月
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
思

う
と
、と
て
も
寂
し
く
な
る
ぐ
ら
い
、

浜
田
で
の
生
活
は
す
ご
く
楽
し
く
、

素
晴
ら
し
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

寮
や
大
学
で
出
会
っ
た
友
達
は
、

食
事
や
部
活
だ
け
で
な
く
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
交
流
す
る
機
会
に

も
誘
っ
て
く
れ
た
り
し
て
、
す
ご
く

楽
し
か
っ
た
で
す
。
い
ろ
ん
な
お
祭

り
を
見
て
、直
接
参
加
も
し
ま
し
た
。

有
名
な
浜
田
の
神
楽
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
す
ご
く
貴
重
な
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
浜
田
の
皆

さ
ん
が
、韓
国
の
留
学
生
た
ち
を
娘
・

息
子
の
よ
う
に
か
わ
い
が
っ
て
く
だ

さ
り
、
い
つ
も
気
に
掛
け
て
い
た
だ

い
て
、
す
ご
く
あ
り
が
た
い
な
あ
と

感
謝
し
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
話

題
に
つ
い
て
話
を
し
た
り
、
韓
国
で

は
で
き
な
い
経
験
も
で
き
た
り
、
浜

田
で
の
思
い
出
は
楽
し
か
っ
た
こ
と

に
加
え
て
、
私
を
一
段
と
成
長
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

浜
田
で
の
す
て
き
な
時
間
は
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
悔
い
の
な
い
１
年
間

で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

韓
国
・
蔚
山
大
学
校
か
ら
の
交

換
留
学
生
が
留
学
生
活
を
終
え
、

平
成
28
年
２
月
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
浜
田
市
の
皆

さ
ん
に
向
け
て
、
お
礼
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

の
ダ
ン
ス
の
披
露
、
市
内
か
ら
は
創

作
て
ん
か
ら
っ
と
の
皆
さ
ん
が
「
三

つ
の
か
ば
ん
」
を
上
演
、
ア
メ
リ
カ

の
協
定
校
イ
ー
ス
ト
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大

学
か
ら
は
演
劇
学
部
の
学
生
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
日
本
の
昔

話
の
英
語
劇
を
ラ
イ
ブ
で
上
演
し
ま

し
た
。

　

第
二
部
（
学
生
会
館
）
で
は
、
中

国
・
韓
国
・
ロ
シ
ア
の
留
学
生
の
出

演
、
本
学
学
生
が
組
織
す
る
舞
濱
社

中
に
よ
る
神
楽
の
上
演
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
幹
事
に

よ
る
ク
イ
ズ
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
な
ど
で
留
学
生
、
日
本
人
学
生
と

地
域
の
皆
さ
ん
が
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

国際文化交流の夕べ
（左から２番目が朴さん）

第一部の様子第二部の様子

　

島
根
県
立
大
学
で
は
、
教
育
の
一

層
の
充
実
を
図
る
た
め
、｢

島
根
県

立
大
学
未
来
ゆ
め
基
金
」を
設
置
し
、

基
金
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け

る
個
人
・
法
人
・
団
体
な
ど
か
ら
の

寄
附
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
金
は
、
学
生
の
海
外
研
修

及
び
海
外
留
学
に
対
す
る
支
援
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
地
域
貢

献
活
動
に
対
す
る
支
援
に
活
用
し
て

い
ま
す
。

　

寄
附
の
方
法
な
ど
を
記
載
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
市
役
所
本
庁
及
び

各
支
所
防
災
自
治
課
に
置
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
郵
送
も
し
ま
す
の
で
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

基
金
設
置
の
趣
旨
に
ご
理
解
い
た

だ
き
、
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
財
務
課

（
☎
�
２
２
１
８
）

ゆめ基金パンフレット
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vol.149
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

１
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

平
成
28
年
度
春
学
期（
４
月
開
講
）

科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生
募
集

第
15
回
国
際
文
化
交
流
の

夕
べ
を
開
催
し
ま
し
た

「
未
来
ゆ
め
基
金
」
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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●市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

平
成
27
年
第
47
回
浜
田
市
美
術
展

写
真
の
部　
市
長
賞

「
静
か
な
時
間
」　
　
杉
浦
裕
正

※　
１
月
末
人
口
は
31
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　みつばくらぶは、地元に伝わる伝統芸能「田囃子」を守り伝えていくために、
そしてＵ・Ｉターンで弥栄に来た若い人たちと一緒に活動することにより地域に
なじめるためにと平成７年に結成しました。
　現在は、14人のメンバーを中心に、杵束公民館で月１・２回集まり、若いメン
バーに伝統の踊りを伝えています。また、年に15回程度、市内外の老人介護施設
や地域のイベントで、田囃子や笠踊り・銭太鼓などを披露しています。このほか、
福祉施設内の草刈りや枝切りなど、美化ボランティア活動にも積極的に取り組ん
でいます。　
　メンバーの皆さんは、「高齢者が手をたたいて喜んでくれて、公演後にまた来
てねと言われるとうれしくなります」、「昨年、結成20周年を迎えました。地域の
伝統芸能を伝えていくためにも、世代交代をしながら末永く活動を続けていきた
いと思います」と話していました。

わがまち 再発見！

編集・発行　浜田市市長公室
〒697‒8501 島根県浜田市殿町１番地
☎0855‒22‒2612（代表）
▢ＦＡＸ0855‒22‒3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
info@city.hamada.shimane.jp

金城支所
☎42‒1234

旭支所
☎45‒1234

弥栄支所
☎48‒2111

三隅支所
☎32‒2800

みつばくらぶ（弥栄）




